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  　夜更けになって部将たちは各守り口に就つき、新たに入城した百姓たちも数百人ごと各口に配置された。『忍おし城じよう戦記』にはこのほか、女と童わらべが一日三度の飯を炊いて各守り口に運ぶこととし、十五歳以上の少年は旗を持って城内を駆け巡り擬ぎ兵へいとすることに決めた、と記されている。

  　各部将らが配置についたころ、甲か斐い姫ひめが奥から表へと渡ってきた。丹たん波ばら重臣が、長なが親ちかに臣しん従じゆうを誓って表に帰っていったあと、開戦を宣言した長親のようすを侍じ女じよから洩もれきいたのだ。

  （あの長親が、開戦をいい出したとはね）

  　甲斐姫は意外なおもいがしたが、次の侍女の言葉はこの小娘をさらに驚かせた。

  「のぼう様は、姫を猿めの側そば女めによこせときいた途端、戦いくさすると申されたそうにござりますよ」

  （本当かな）

  　甲斐姫がいくら熱愛の態度を示しても、いつもへらへらと意にも介さないふうの男が、そんな理由で戦を始めたのだという。

  （確かめてみよう）

  　あれこれ考えるのは苦手な方だ。ついてくるなと侍女に命じると、さっさと奥を出て長親をさがしにいった。

  　長親は大広間にいた。

  　襖ふすまから垣かい間ま見ると、大男はひとり大広間でぼんやり天井をみつめている。

  （様子のいい男だ）

  　余人には馬鹿が呆ぼう然ぜんとしているふうにしかみえないその姿も、甲斐姫には、常識も慣習も屁へともおもわぬ孤高の男のたたずまいにみえた。

  「猿めの使者が、わしを側女によこせと申したそうじゃな」

  　甲斐姫は大広間に乱入するなり、そう切り出した。

  「そうですな」

  　孤高の男は、関心なさげにそう答える。

  「戦すると申したのはわしのためか」

  「そんなわけないでしょう」

  　甲斐姫はもともと気の長い方ではない。長親の正面にまわると、

  「そうなんだろう」

  　と、凄すごんだ。

  「だから違いますって」

  「そうだと言え」

  　大だい喝かつするや、長親に飛び掛かっていった。孤高の男をねじ伏せるつもりである。長親など甲斐姫の相手になるはずもない。軽々と腕をねじ上げられると、「姫、いたい痛い」と悲鳴をあげた。

  「言え」

  　暴力女は何度もわめいたが、ようやく自分の馬鹿らしさに気付いたのか、

  「ばか野郎」

  　そういい捨てると、大広間を飛び出していった。

  （あのうすら馬鹿）

  　甲斐姫は廊下をかけながら、何度もそう罵ののしった。わしを誰だとおもうておる。容色並びなしといわれた甲斐姫だぞ。天下人でさえ、わしを所望しておるというではないか。

  （それをあいつは、でくの坊の醜ぶお男とこのくせしてわしを歯し牙がにもかけぬのか）

  　そう罵れば罵るだけ、自分の心にどんどん隙すき間まが空いてくるのがわかった。気付けば下しも忍おし口に向かっていた。下忍口の守将は酒さか巻まき靱ゆき負えだと、この娘は知っている。

  

  　靱負は、下忍口の土ど塁るいの上から身を乗り出して城外を観望していた。

  （この一戦で我が才を知らしめる）

  　城外で燃え盛る無数の松たい明まつとかがり火をみつめながら、靱負は今すぐにでも飛び出していきたい気分でいた。

  　靱負がみているのは、この口を攻める予定の総大将三みつ成なりの軍勢である。だが、このときはまだ敵の名は知らない。

  　下忍口を守るおよそ六百七十人の兵たちは、士し分ぶんから百姓にいたるまで、どうしたことか皆、老人であった。軍議のときに、靱負自身が望んだのだ。靱負の直臣のうち、働き盛りのものは皆、他の守り口に与よ力りきとして貸してやった。

  「いいのか」

  　軍議の席上、丹波はそう訊ききかえした。

  　しかし靱負は、

  「それのがいいんですよ」

  　と、小馬鹿にしたように笑って答えただけだった。

  「靱負殿、ここは我らにまかせ、お休みくだされ」

  　城外を観望する靱負に、年老いた足軽が声をかけてきた。

  「とても眠れませんよ」

  　靱負は振り返って土塁からおりると、老足軽に微笑しながら爽さわやかに答えた。

  　靱負は、丹波らに接するのとは異なり、老人たちには身分の上下にかかわらず優しく接した。老人たちも孫をみるような気分で初うい陣じんを飾る靱負に接し、「この若者に必ず手柄を立てさせてやろうぞ」と、あれこれと世話を焼いて軍陣での心得を教えようとした。そのいずれもが愚にもつかぬ教訓であったが、靱負はそれを機嫌よくきいてやった。

  「十じゆう文もん字じ槍やりはいけませぬぞ」

  　そんなことをある老兵は教えた。

  　その言によれば、十文字槍では乱戦の中で自らの馬の目を傷つけるおそれがあるのだという。

  「なるほど」

  　靱負にとってはとうに承知していることだったが、大いに喜んでみせた。靱負は一面、多感な若者でもあった。この若者は教訓自体よりも、老人らの自分を思いやる気持ちに涙が出るおもいでいた。

  　本丸の大広間を飛び出した甲斐姫が老兵らを掻かき分けて姿をあらわしたのは、靱負が再び土塁から身を乗り出したときである。

  「靱負」と呼びながら、ずかずかと歩みよると、土塁からおりる靱負の正面で立ち止まった。

  「どうかしましたか」

  　靱負は微笑ほほえみかけた。もともと女のような靱負の顔が一層優しさを帯びる。だがこの笑顔は、甲斐姫が別の男に求めていたものだった。

  　老兵たちが注目する中、甲斐姫は両の腕かいなを靱負の首に巻きつけると、いきなり口づけをした。

  （──!!）

  　靱負は唇を奪われながら、飛び出さんばかりに両の目を剥むいた。

  「おおっ」

  　老兵らは、深いどよめきの声をあげると、

  「皆、えらいことじゃ。冥めい土どのみやげにこれをみよ」

  　口々にわめきながら、眠りこけている仲間たちを叩たたき起した。眠っていた者が起き、どよめきがさらに大きさを増しても、甲斐姫は靱負の唇をはなさない。

  　甲斐姫の唇がようやくはなれたとき、靱負はすべての生気を吸いとられた者のようであった。

  「しっかりな」

  　そう、くったくなく言って去っていく甲斐姫の後ろ姿が靱負の目に入っていたかどうか。

  「靱負殿、靱負殿」

  　にやつきながら肘ひじでつっつく老兵に、靱負は「は」とか「うん」とか、あの世にいきかけた人の目を向けながら返事をしていたが、やがて、

  「少し寝る」

  　そういい残すと、森の中にふらふらとさまよっていった。

  

  　朝になった。

  　白々と明るさを増す空の下、三成は家臣を従えて丸まる墓はか山やまへと登ってきた。

  　いま、眼下には、長野口の大おお谷たに勢六千五百、佐間口の長な束つか勢四千六百、下忍口の石いし田だ勢七千余が、忍城と周辺の田を取り囲んで布陣している。それはさながら、色とりどりの絵具をぶちまけたかのような、鮮烈な色彩を発していた。

  　それらはすべて、三成の下げ知ちひとつで大波のように押し寄せる、巨大なる手足である。

  「さあ、天下人の戦をしよう」

  　三成は清々しくいい放つと、四方に伝令を発して総攻撃を命じ、自らも下忍口へと向かった。
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  　佐間口では、丹波が、七十騎の騎馬武者と和泉いずみに借りた鉄砲足軽や百姓など、あわせて四百三十人余りを従えて待機していた。

  「始めるぞ」

  　馬上の丹波は静かにそういうと、足軽に命じて門を開けさせ放胆にも単身城門の外へ出た。

  （これが、天下の兵か）

  　門を少し出たところで馬を止めた丹波の視界いっぱいに、敵が広がっている。丹波は朱しゆ槍やりをにぎりしめ、敵の大軍を凝視した。寄せ手との距離はわずかに二百間けん（およそ三百六十メートル）ほどである。

  　この丹波の姿が、寄せ手の中ちゆう軍ぐんにいた長束正まさ家いえにもみえた。

  　──この田舎いなか者ものども。

  　正家は、自らを恐怖に陥おとしいれた忍城の者どもを憎悪しきっている。小さくみえる丹波の姿を認めるなり、下知を飛ばした。

  「掛かれ」

  　先せん鋒ぽうの鉄砲足軽が一斉に田へと足を踏み入れ、早苗をどんどん踏み倒していった。

  　忍城にたどり着くにはわずか二間（およそ三・六メートル）程度の細道を進まなければならない。だが、正家はこれを一切無視して田といわずあぜ道といわず、同時に前進を命じた。

  　丹波は、ゆっくりと迫りくる大軍に身じろぎもせず、しばらくの間それをみつめたままでいた。

  　丹波は伊だ達て者しやである。黒くろ漆うるし塗りの具ぐ足そくを好んで身につけた。この日も全身黒ずくめの具足に、馬も鉄くろ驄くりげを選び、馬具まで黒一色で統一していた。この漆しつ黒こくの装よそおいに、槍の朱色がよく似合っていた。

  　──あの男はもしや。

  　馬上で微動だにせぬ丹波をみて気付いたのは、長束家の家か中ちゆうで槍やり仕しとして知られた馬うま廻まわり役やくの山田帯たて刀わきである。

  「あの皆かい朱しゆの槍の騎馬武者、敵が迫るというに臆おくするそぶりもみせぬ。あれはもしや、高こう名めいな正まさ木き丹波ではござるまいか」

  　山田は、馬を並べて横にいる正家にそう注意をうながした。

  「正木丹波だと」

  　正家は、丹波の名をありありと憶おぼえている。だが、田舎家老の名などこの俺がいちいち憶えているとでもおもうのか、とでもいいたげに丹波の名を問い返した。

  「八年前の戦の折、滝たき川がわ一かず益ます殿を自ら追い詰めたは、あの男にござる」

  　滝川一益が、信のぶ長ながの代理として関東制圧にやってきた二カ月後に本ほん能のう寺じの変が起き、北ほう条じよう家はこれに乗じて滝川と一戦におよんだ。成なり田た家も北条家に加勢して戦ったが、このとき丹波は全軍に先立って敵陣に突入し、滝川に何度か肉薄しながらついにこれを取り逃がした。

  　──漆黒の魔人をみた。

  　血塗られた槍をたずさえた漆黒の魔人をみた、と命からがら居城の伊い勢せ長なが島しま城に戻った滝川は、何度もそうつぶやいて、歯の根も合わない様子だったという。

  　この話が故信長の重臣らにも伝わり、武ぶの心ある者たちの間で、正木丹波の名は一時に上がった。

  　そんなことも知らぬのか──。

  　槍の遣つかい手である山田は、武をさほど重んじぬ長束家の家風を苦々しくおもっていただけに、吐き捨てたいような面おも持もちで正家を睨にらみつけた。

  　一方、丹波は、敵の布陣の甘さを見抜いていた。

  （芸のねえ）

  　敵は鉄砲組を一列に長々と配して、攻め寄せているのである。それも忍領名物とでもいうべき深田に足を取られて隊たい伍ごは乱れ、波線を描くまでになっている。

  （まずはここからか）

  　丹波は冷ややかに意を決すると、城門の内へと戻るなり鉄砲足軽たちに向かって下知を飛ばした。

  「おのれら、種たね子が島しまをもったまま騎馬組どもに相乗りせよ」

  　常識外の下知である。

  　鉄砲を持つものは、徒かち立だちと決まっている。騎うま乗のりの士は、刀槍をもって敵を討ち取ることを名誉とした。そんな名誉の馬上を足軽の尻しりで汚すなど、もってのほかではないか。騎馬武者たちは鉄砲足軽が近付いても、「誰が足軽など乗せるか、寄るな」と、槍で突き殺さんばかりの勢いで怒ど鳴なり上げている。

  （馬鹿め）

  　丹波は、怒鳴り上げる騎馬武者に、朱槍の穂先をぎらりと突きつけた。

  「騎乗の士の誇りなんぞつまらぬものにこだわるなら、わしがこの場で叩っ斬きる」

  　いまにも槍を繰り出さんばかりの顔つきで、声低くいった。

  　騎馬武者たちは、怒気をあらわにしながらも片手に鉄砲を受けとり、次々に鉄砲足軽を馬上に引き上げた。やがて奇妙な二人乗り七十騎の騎馬隊ができあがった。

  　丹波は足軽を乗せていない。

  「正木様は」

  　槍を突きつけられた騎馬武者がそれをなじった。

  「わしはいやだ」

  　丹波はにべもなく断ると、

  「わしに続け」

  　どっと城外に飛び出した。

  「──なんと騎馬鉄砲じゃ」

  　丹波らの騎馬隊を目撃するや、山田帯刀が叫んだ。

  　──騎馬鉄砲。

  　成田家の武者どもは知らなかったが、ないわけではない。通常は馬上にいるのは一人で、その者が鉄砲を撃ったのちに刀を抜き放って突進するのだが、山田からみえる騎馬鉄砲には、武者が一挺ちよう、足軽が一挺と計二挺の種子島が搭とう載さいされている。

  　山田はとっさに丹波の意図を見抜いた。と同時に、横にいる正家を危うく殴りつけそうになった。

  　──あれほどいったのに、鉄砲組を一列に配するからだ。

  　再三の忠告にもかかわらず、正家は広範囲に城を攻めようと、鉄砲組を横一列に長々と配していた。

  　──一斉射撃をもしも外せば、あの騎馬鉄砲が一挙に距離を縮める。

  　山田は、みすみす的になる自軍の兵をおもい、戦せん慄りつした。

  　その間にも丹波らの騎馬鉄砲は、あぜ道を一列になってどんどん接近してくる。八十間、七十間、六十間……。

  　この迫りくる敵に正家は動揺し、おもわず采さいを上げた。その正家に山田は叫んだ。

  「お待ちくだされ。まだ撃たせてはなりませぬ」

  「出すぎたことを」

  　正家はいうなり、「放て」と采を振ってしまった。

  　もはやこれまでか──。

  　山田は観念すると、

  「御免」

  　といい捨て、兵を掻き分け先鋒に向かって馬を飛ばした。

  （五十五間──）

  　敵陣との距離を測っていたのは丹波である。五十五間を数えた丹波は、馬を急停止させ、敵陣をぐいとにらみつけると、かつての謙信のごとく不動の姿勢をとった。

  （撃ってこい）

  　丹波がそう心しん中ちゆうで挑発したとき、視界いっぱいに広がる敵の銃口が、轟ごう音おんとともに一斉に火を噴いた。

  　──五十五間（およそ百メートル）。

  　火縄銃の有効射程距離である。丹波はその寸前でもって馬を止めたのだ。

  　丹波ら騎馬鉄砲に襲いかかった無数の弾丸は、足元に突き刺さって土煙を上げ、田に突っ込み水みず飛沫しぶきをあげた。その土煙と水飛沫は、正家の前から丹波らの姿を消し去るほどであった。

  　だが、次に丹波ら騎馬鉄砲が姿をあらわしたときが、正家の恐怖する番だった。

  　丹波らは無傷であった。

  「撃ったな」

  　丹波はぎらりと目を輝かせた。

  「弾たま籠ごめを終える前に射程に入り、敵を仕留めよ」

  　後方の騎馬鉄砲にふり返るなり、大声で吠ほえた。

  　弾籠めには、胴どう薬ぐすり（火薬）を銃口に入れ、次いで弾丸を込め、さらに[image: ]さく杖じようで弾と胴薬とを押し込め、今度は火皿に口くち薬ぐすり（同じく火薬）を盛るといった、戦場の中では気の遠くなるような作業が必要である。ちなみに、口薬と胴薬は鉄砲の内部で合わさる仕組みとなっており、口薬に火縄で点火することで、胴薬にも火が移り、爆発の勢いで弾丸が発射される。

  　丹波はこの弾籠めの時間内に敵に迫り、敵鉄砲組を一掃しようと図ったのだ。

  　だが、それを読み切った敵がいる。

  　先の山田帯刀である。

  　丹波が馬を駆ろうとしたとき、山田はあぜ道の上を自軍から飛び出してきた。

  「正木丹波殿とお見受けした。長束家馬廻役山田帯刀じゃ。槍合わせ願おう」

  　弾籠めを進める味方を背にして、そう呼ばわったのだ。

  （おお）

  　丹波は手た綱づなを引いて再び馬を止めた。

  「我が敵は、使者に来られた長束殿か」

  　喜ぶような調子で大声をあげた。

  「種子島で討ち取るが早い」

  　馬を止めた丹波の後ろに続く騎馬武者どもはそう助言する。

  （それもそうだ）

  　丹波はおもったが、別なところでまったく逆のことを考えていた。

  　──断固、槍合わせに応ずるべし。

  　なぜならこれは緒しよ戦せんである。敵は我らを小こ勢ぜいとあなどっている。今、大だい音おん声じようで槍合わせを求める勇士を、飛とび道どう具ぐなどで討ち取ったならばどうか。敵は、城方に武ぶ辺へんなしと我らをますますあなどり、そのあなどりは敵の勇猛を引き出すに違いない。

  　されば、

  　──我が圧倒的なる武辺を上かみ方がたの者どもに突き付けるべし。

  　一瞬で判断した。

  「瞬時にたおす。火ひ蓋ぶたを切って待っておれ」

  　丹波は騎馬武者たちに厳命すると、山田帯刀に向き直った。

  　一本道のあぜ道の上を丹波と、自軍を少し飛び出した山田が対たい峙じした。距離はおよそ四十間である。
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  　下忍口では──。

  　丸墓山をおりた三成が、七千余の軍勢の中軍で、門と土塁の後方に広がるうっそうとした森をながめていた。

  　土塁の上からは数十の旗が覗のぞいており、それらが忙せわしく動きまわっている。

  　だが、その動き方が妙だった。なにか、あらかじめ決められた道をたどるように、規則正しくその旗は動いているのである。

  「あれをどう見なさる」

  　三成の横にいた馬廻役の貝塚隼はや人とが静かにきいた。

  　この貝塚は、巨きよ軀くと荒々しい武者面づらを持ちながら、たえず物静かであった。決戦にいたっても無言のまま敵を叩き斬り、どんどん敵陣に踏み込む姿は、従う士し卒そつに大きな安心感を与えたものである。

  「擬ぎ兵へいだ」

  　三成は、瞬時に見抜いた。

  　偽の兵だというのである。

  「寡か兵へいを補う精一杯の策よ。百姓など擬兵以外に何の使い道がある」

  　そう解説すると、田を避けてあぜ道を進むよう命じ、使つかい番ばんを先鋒に飛ばした。深田に足を取られて隊伍が乱れるのを嫌ったのだ。

  「きた」

  　土塁の上から外をのぞいていた靱負が叫んだ。

  　あぜ道を、三百程度の先鋒が、弾たま除よけの竹束をかざしながら進んでくるのがみえる。

  　靱負は老兵たちに振り向くと、

  「じい様方、打って出ますよ」

  　嬉き々きとしていった。

  　老兵たちは、靱負の若者らしい勇敢さがうれしくてならない。「おお、よう申された」口々に大声でほめながら、門に向かう靱負にぞろぞろとついていった。

  　靱負以下、いずれも徒かち立だちである。その一行は、まるで芝居見物にでもいく隠居の集団のような、まったくあてにならない軍団であった。

  （なんだ、あれは）

  　三成は、門を開けて足並みそろわず出てきた一行をみて呆あきれ果てた。

  　小さくみえる先頭の武者に目を凝こらすと、ほとんど少年である。具足は源平合戦のころの武者のような大おお鎧よろいで、いたずらにきらびやかで兜かぶとに鍬くわ形がたがピンとそそり立っているのが滑こつ稽けいであった。さらに、その後ろに続く老人たちが背を反りかえして威い張ばっているのが、痛ましいとも何ともいいようがなかった。

  （働き盛りの武者は皆、小田原にいってしまったのだ）

  　三成がかわいそうな子をみるような気分になったとき、源平の武者が古風にも名な乗のりを上げだした。

  「遠からん者は音にきけ、近き者は目にもみよ。この下忍口の大将は、毘び沙しや門もん天てんの化身にして戦の天才、酒巻靱負。武辺者を自負する者は、名乗を上げられよ」

  　よく通る、透すきとおった声でいい放った。

  （なんと）

  　三成の哀れみは極に達した。

  　名乗は、これまでの手柄を織り交ぜながら上げるものである。それをこの若武者は、きっと初陣なのだろう、毘沙門天などというたわ言を盛り込んでいる。

  （しおらしや。しかも馬もないではないか）

  　三成はそう嘆息するなり、自称毘沙門天の化身に大声で返答した。

  「総大将石田三成じゃ。不ふ憫びんゆえ、名のある勇士に討ち取らせて進ぜる。受けられよ」

  　当時の武者には、大将の三成にこう言われて名乗を上げるのを遠慮するような、大人しさは無論ない。そのいずれもが、自らの武辺に対する強烈な自負の持ち主である。

  　それでも、

  「されば某それがしが」

  　と、貝塚隼人がずいと馬を進めると、誰もが名乗を上げるのをはばかった。貝塚とはそれほどの男であった。三成の公言も、貝塚を念頭においてのものだ。

  「総大将が我が敵か」

  　三成の言葉をきいた靱負は狂喜した。より強く、より名のある敵を求めて戦場を駆ける武者にとって、これは最上の敵ではないか。

  　我が軍略を敵の総大将に披露できる──。

  　そう、靱負が心中で微笑んだとき、敵の先鋒を割って馬上の貝塚が姿をあらわした。

  　貝塚は、靱負の数間手前で馬を止めると、

  「石田家馬廻役、貝塚隼人」

  　と、静かに名乗った。

  　ここまではいい。だが、次に貝塚がとった行動は、靱負を小さく驚かせた。

  　貝塚は、槍をがらりと捨てるなり、馬から下りはじめたのである。

  「え、馬を下りるんですか」

  　靱負は思わず真顔で訊いてしまった。

  「騎馬ゆえ勝ったと噂うわさされては、我が武名に傷がつくでな」

  　訥とつ々とつとした調子で貝塚はいうと、太た刀ちをすらりと抜いて中段に構えた。

  　貝塚は刀術に凝っていた。剣術の隆盛以前のこの時代には、家か中ちゆうの者も貝塚の妙な趣味を珍しがった。

  　貝塚の構えは美しい。腰をすわらせ、背筋をぴしりと伸ばして、上体の力を背部に凝縮させている。そのくせ肩の力はまったく抜け、甲かつ冑ちゆうを着ていても肩の位置がやや下がっているのがわかった。武術においてもっとも力を発揮する身体からだの使い方を、この男は知っていた。

  　だが、靱負はそんなことはまったくわからない。

  　和泉殿よりでっかいかな──。

  　貝塚の巨軀をみただけですっかり度ど肝ぎもを抜かれている老人たちをよそに、靱負はぼんやりおもっただけである。初陣というのにこの靱負は、盤をみつめる棋士のように冷静であった。

  　靱負も槍を捨てると太刀を引き抜き、中段に構えた。

  　貝塚は、靱負が構えるなり、

  「参る」

  　すっと前に出た。

  　すべり寄ったとしかおもえないほど優雅な足のはこびである。

  

  　佐間口では、丹波と山田帯刀が、同時に馬ば腹ふくを蹴けっていた。

  　両者の馬がどっと駆け出した。丹波も山田も、馬上で体勢を低く保って速度を増しながら、一直線のあぜ道を急速に接近していく。両者とも一切避よけるようすはない。

  　丹波は、山田に槍を突き入れる直前、柄えの真ん中を中心にして、槍の穂先をくるりと一回転させた。

  　──正木様のあれが出た。

  　佐間口の土塁に乗り上がって丹波をみていた兵たちは、どっと歓声を上げた。

  　丹波はいかなる合戦のときも、衆に先駆け真っ先に敵陣に突入し、ほとんどの場合、一番槍を上げた。そして敵陣に突入する寸前、かならず槍の穂先をくるりと回す所しよ作さを行った。味方の兵たちは、この所作を丹波の余裕のあらわれと取り、

  「正木様があれほどのゆとりならば、敵は恐るるに足らず」

  　と、勇奮してつき従った。

  　だが、丹波にすれば、ゆとりどころの騒ぎではなかった。

  （指が動くか）

  　それだけのことである。

  　心は臆していないか。そのために手足が縮んではいないか。それを確かめるための必死の所作であった。

  　いま、槍の穂先は弧こを描き、再び山田の咽の喉ど元もとに向けて動きを止めた。

  （今日も動くわ）

  　身体中の血がたぎるほど熱く、そのくせ頭は氷のように冷えきっている。そして頭と身体が余すところなく連結している。

  （いける）

  　丹波は、ぐわっと大口を開けると、獣けもののごとく咆ほう哮こうした。

  「今こ度たび正木丹波守の武勇をば敵味方共ともに之これに感じたり」

  『忍城戦記』にこう特筆された正木丹波の働きは、この瞬間から始まった。

  　丹波が咆哮すると、咆哮でこたえた山田の視線がわずかに丹波から逸それた。

  （みたぞ）

  　丹波は刮かつ目もくした。

  　馬は乗り手の視線に従う。山田の目の動きは、丹波に向かう直線上から山田の馬をかすかに逸らせた。そしてこの馬の動きが、山田の体勢にわずかな隙をつくらせた。

  「避けたな、ならばおのれはこれまでじゃ」

  　丹波は、そう叫ぶなり朱槍を繰り出し、あやまたず山田の咽喉元をつらぬいた。瞬間、手首をひねって横に突き入れた槍の穂先を縦に回した。

  　どんっ、と山田の首は高々と舞い上がり、胴を乗せた馬はすれ違いざま深田へと突進していった。

  　敵の先鋒は、この一瞬の出来事に雷に打たれたかのごとく棒立ちになった。

  　道は開いた。

  　丹波は馬速をゆるめず敵の先鋒に迫り、いまだ弾籠めがおわらぬ鉄砲足軽の目の前で馬を止めた。

  　敵の鉄砲足軽が、丹波を見上げた。

  　夏のことである。

  　漆黒の魔人が、陽炎かげろうにゆれながらじっと我が身を見下ろしていた。

  　足軽はおもわず鉄砲を取り落し、ばたばたと手を泳がせて逃げようとしたが、深田が足をとらえて動けば動くほどずぶずぶとはまっていく。

  「馬を進めよ」

  　魔人は後方の騎馬鉄砲に叫んだ。

  　──このことだったのか。

  　正家は、どっと押し寄せる騎馬鉄砲をみつめながら自軍の先鋒の運命を知り、同時に山田の忠告に耳を貸さなかったことを悔やんだ。

  　先鋒は一斉に逃げにかかっている。あぜ道上の兵はさっさと逃げたが、深田の中の兵は容易に動けるものではなかった。弾籠めを急ぐ者もいたが、とうてい間に合わない。

  　先鋒に到着した騎馬鉄砲は、寄せ手の鉄砲足軽に銃口を向けた。まずは七十の銃口が一斉に敵をとらえた。とらえるなり、戦場さびの利いた声で丹波が下知を飛ばした。

  「動けぬものに鉛なまり弾だまを喰くらわせるは少々不憫じゃが、武門の習いゆえ全員討ち取れ」

  　騎馬鉄砲の銃口が、一斉に火を噴いた。間かん髪はつ入れず騎馬武者は足軽と鉄砲を交換し、二度目の一斉射撃が寄せ手に襲い掛かった。
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  　和泉が守る長野口は、苦戦していた。というより、この長野口を守る総勢三百五十人は手も足も出ない状態だった。

  （こりゃどうにもならんな）

  　絶え間なく続く銃声の中、和泉はさっさと諦あきらめると、長い脚を投げ出して土塁に背をもたせ掛け、戦闘を放棄してしまった。

  「おめえたちもそこから離れてろ」

  　兵たちにも土塁から顔を出さぬよう命じて目を閉じ、昼寝でもしそうな勢いである。

  　その和泉に、佐間口からの使番が走り寄ってきた。

  「正木様が敵の馬廻役を討ち取ってござる」

  「そうかよ」

  　和泉は不機嫌な顔でいうと、土塁の外を指差した。

  「こっちはこの通りだ。みてみな」

  　使番は土塁から顔を出し、城外をみて驚きよう愕がくした。

  　十間程度の忍おし川かわをへだてて、およそ一千の鉄砲隊が、三段に構えて入れ替わり立ち替わり間断なく銃弾を撃ち込んでいるのである。敵の鉄砲隊は、すでに忍川の対岸にたどりついていた。

  　和泉は、使者の頭を押えつけて土塁の陰に身を隠させた。

  「三段撃ちでじりじりと迫りおった。古い手じゃがこれが効く。この将、なかなかやるぞ」

  　織お田だ信長が、三段構えの一斉射撃を長なが篠しの合戦で初めて実施したのは、十五年も前の話だ。だが、和泉のいう古い手は、着実に敵城に接近する定じよう石せきでもあった。

  　定石を打った寄せ手の大将は、大谷吉よし継つぐである。兵力は六千五百。

  　吉継は、中軍の馬上で腕組みしながら先鋒の鉄砲隊を見守っていたが、城兵が撃ちすくめられたとみるや、

  「頃ころはよし。門を打ち破れ」

  　采を振った。

  　先鋒の群れを割って、城門を打ち破るための巨大な丸太があらわれた。丸太は、秀吉が本ほん陣じんを敷いた早そう雲うん寺じからとくに選んで切り出した巨木である。

  　巨木は城内からの射撃がないことで、楽々と長野口に向かって突進した。勢いを増しながら橋を渡り、轟音をたてて城門に激突した。

  　ずしん、と門が揺らいだところで、和泉はようやく目を開けた。

  （きたか）

  　そう思うなり使番に、

  「鉄砲組が川に入れば教えろ。全員だぞ」

  　と、いい捨てながら、傍そばにつないであった紅べに栗くり毛げの巨馬に飛び乗った。門の正面に馬を進めると、兵たちを背にして門もん扉ぴをにらみつけた。

  　和泉の甲冑は、丹波が朱槍を許されてからというもの、朱しゆ漆うるし塗りに統一されていた。朱槍を自分に許さぬ主人への意い趣しゆ返がえしであることは、家中の誰がみても明らかであった。そのくせ、握り太ぶとの槍の柄は、真っ黒に塗られていた。

  　戦場に出れば、圧倒的な膂りよ力りよくで敵を突き伏せ、全身に返り血を浴びた。槍の柄も朱あけに染まる。

  「俺の朱槍はこれよ」

  　ぽい、と血で染まった槍を随身の小こ者ものに放り投げるのが、この巨漢の戦闘終了の合図であった。

  　いま、長野口を守る兵たちは、和泉の朱色の背中に無限の安あん堵どを感じているはずである。それでも、再び轟音をたてて門扉が揺らぐと、兵たちは一様に顔色を変えた。

  （鉄砲組をやるなんて言うんじゃなかったぜ）

  　和泉は苦い顔で「まだか」と、城外をのぞき見ている使番に怒鳴った。

  　寄せ手は城門を突破しようとする一方、鉄砲組も土塁の際きわに接近させていた。その鉄砲組の一段目が、忍川に足を踏み入れた。

  　川は浅い。

  「入った、入り申した」

  　使番は、和泉にふり向いて叫んだ。

  「全員か」

  「いや、まだ一段目にござる」

  「全員といっただろうが」

  　和泉がそう怒鳴りつける間にも、城門に巨木は打ちつけられる。門をささえる閂かんぬきは、もはや折れる寸前である。

  

  　長野口の和泉が手も足も出ない状態なら、下忍口の靱負は絶体絶命であった。

  　貝塚は、上段から斬り下ろし、横に薙なぎ、下段から斬り上げた。そのいずれもが一撃必殺の太刀筋である。靱負は辛からくも避けたが、大鎧はみるみる削りとられ、あるいは割られていった。靱負の後ろで戦いを凝視する老兵たちは、貝塚の一撃ごとに、悲鳴のようなどよめきを上げている。

  （長くはもちそうにないな）

  　靱負は、自分の力量を判断しながら、貝塚が中段に構え直したのを狙ねらって真っ向から斬り下ろした。

  　だが、貝塚は太刀を半月形にすり上げながら、靱負の太刀をがちりと勢いよく撥はね上げた。

  （あれ）

  　気付けば靱負の手元に太刀はない。

  　──なんと弱き小僧だ。

  　貝塚は、哀れんだ。

  　敵の小僧は、一太刀ごとびっくりしたように顔を変化させている。だが、哀れんだとて手を緩めるつもりはない。むしろ全力を出し切った武でもって敵を討ち取るのが、この時代の流儀である。

  　貝塚はすり上げた太刀を、そのまま靱負の頭めがけて振り下ろした。

  （まずい）

  　靱負はとっさに小太刀を抜いて、刀の峰に手を添えながら襲い掛かる貝塚の太刀を危うく受けた。

  「靱負殿、勝てそうか」

  　後方の老兵たち全員が、ずりずりと後ずさりしながらきいてきた。

  「みればわかるでしょう。全然駄目じゃ」

  「逃げましょうぞ」

  　老兵たちはそういったくせに、靱負の次なる言葉をきいて仰天した。

  「その言葉を待っていた」

  　靱負はそう叫ぶなり、貝塚の太刀を外すや槍を拾い上げ、下忍口の城門へと一目散に逃げ去ったのだ。

  　なんじゃこりゃ──。

  　老兵たちも、手足を回しながら慌てて靱負を追った。

  　貝塚はいぶかしんだ。

  　──何か変だ。

  　とっさには追わずに槍をゆっくりと拾い上げ、靱負の後ろ姿を見送った。

  　だが、靱負のおもわぬ行動は、寄せ手の先鋒に意外な反応をもたらした。

  　あぜ道上にいた三成の先鋒三百が、下知を待たずにどっと下忍口に向かって殺到したのだ。

  　と、同時に、総大将の三成も、下知していた。

  「逃げるか、付け入れにせよ。期を逃すな」

  　ほら貝、太たい鼓こ、怒号が入り混じるなか、本隊が田に踏み入り、土塁に向かって大波のように押し寄せた。

  　──これを狙ったか。

  　貝塚はそう見抜くと、目の前を過ぎ去って城門へと走り込む先鋒の兵に、「待て、追ってはならん」と何度も叫んだ。

  　だが、楽々狩れそうな獲物を目前にした乱らん獲かく者しやの耳に、そんな忠告が届くはずはない。先鋒の兵は、みるみる下忍口の城門へと吸い込まれていった。

  　くそっ──。

  　貝塚は馬に飛び乗り、兵の群れとともに城門へと駆けた。

  　寄せ手の先鋒は城門を打ち破り、三の丸へと乱入した。敵はすでに本丸の方へと逃げたのか、姿が見当たらない。兵たちは、獲物を求めて暗い森の中をどんどん奥へと駆けた。味方の兵に功を奪われてなるものか。およそ三百人の先鋒は、本隊を引き離すほどの勢いで、駆けに駆けた。

  　だが、いくら進んでも獲物はいない。

  　やがて兵たちは気付いた。なにかとてつもない危地に足を踏み入れてしまったのではないか。そこでようやく全員が足を止め、森の中を窺うかがった。

  「止とどまれ」

  　と、貝塚がわめきながら馬を飛ばしてきたのはこのときである。

  　貝塚は兵たちとともに、森を見回した。

  　──やはりそうか。

  　貝塚は、森を凝視しながら死を悟った。

  　森の暗くら闇やみで、無数の目玉が輝いている。

  　三成の先鋒三百人は、下忍口の城兵およそ六百人に包囲されたのだ。

  　六百の老兵は、槍を突き付けながらじりじりと間合いを詰めてくる。少しでも動けば、無数の槍がこの身に殺到することだろう。

  　貝塚がみたところ、槍の半数近くが竹やりだった。それでもその穂先はじっくりと焼き固められ、敵を貫くには充分の鋭さをもっていた。

  　やがて一騎の騎馬武者が、木こ洩もれ日に照らされながら森の奥からゆっくりと姿をあらわした。

  　──あの小僧だ。

  　貝塚は、馬上の男が酒巻靱負と名乗を上げた侍大将だと気付いたが、どう見ても先ほどとは別人であった。

  　葦あし毛げの馬に乗ったその若武者は、冷厳なまなざしをこちらに向けていた。貝塚をことさらに見つめるわけではなく、ゆるやかに全体を見渡している。太刀を交わしたときにくるくると変わっていた表情は鳴りを潜ひそめ、口元はきりりと引き結ばれていた。

  　──見事な武者ぶりだ。

  　貝塚は死地も忘れて、靱負の武者姿に見み惚とれた。

  　大鎧を身にまとったその姿は、昔話にきいた古いにしえの坂ばん東どう武者のごとく華麗であった。

  　靱負は敵を見渡しながら、『孫そん子し計けい篇へん』の一節を暗あん誦しようしていた。

  　──有能なるも敵には無能を示せ。

  （初歩の初歩である）

  　そう心中で叫ぶなり、靱負は鋭く下知を飛ばした。

  「半数は討ち取り、半数は門の外に叩き出せ」

  　六百の槍が殺到し、三成の先鋒三百の半数が討ち取られた。貝塚も靱負に見惚れたまま、串くし刺ざしになった。

  　故意に討ちもらされた半数は、踵きびすを返して逃げ、城門へと殺到した。

  「追え」

  　靱負はそう下知するなりどっと馬を駆って、敵を追い立てた。その靱負に従うのは、わずか数十騎の騎馬武者である。

  　逃げた寄せ手の兵どもは、森の中を必死に駆けた。やがてはちあわせになったのが、これから三の丸に乱入しようとする三成の本隊である。

  「どけ」

  　逃げる兵たちは口々に叫び、同士討ちさえ始めながら本隊ごと城外に転げ出た。

  「何事だ」

  　中軍にいる三成は、堤防が決壊したかのごとく自軍の兵が城門から噴出するのをみて叫んだ。小さくみえる城門の周辺では、逃げ出そうと必死の先鋒と押し寄せる本隊とが入り乱れ、すでに収拾がつかない状態だ。

  　そうこうするうちに、すべての先鋒が城から追い出されたのか、先ほどの少年のような部将が、馬上で城門のところにあらわれた。

  「あの男の仕し業わざか」

  　三成はとっさに歯は噛がみした。

  　馬上の若武者は、さっと右手を挙げた。すると、一度は土塁の上から姿を消していた擬兵の旗どもが、ことごとく鉄砲を構えて土塁から身を乗り出し、姿をあらわしたではないか。

  「擬兵をよそおったか」

  　──策にはまった。

  　三成がそう憤激するのと同時に、「放て」と靱負が一斉射撃を命じた。収拾がつかない大軍の頭上に、無数の弾丸が轟音とともに降りそそいだ。

  　こうなってはたまらない。三成方は大混乱に陥り、本隊までもがあぜ道を逃走し、田の中を逃げ惑った。

  「首は置き捨て、者ども続け」

  　靱負はそう叫ぶと、渦巻く敵の群れにどっと馬を入れた。

  「置き捨て、置き捨ての御下知じゃ」

  　靱負に従う騎馬武者たちも、後続の者に伝えながら馬を入れた。

  　機動力が落ちるため、いちいち首を狩るなというのである。手柄を示すために敵の首は必要だったが、この場合、全軍の勝利を目的とする靱負の下知を皆が理解した。

  　靱負はあぜ道を駆け、逃げる敵に立て続けに槍を入れた。やがて田が尽きると、

  「散れ」

  　と、従う騎馬武者たちに命じた。

  　騎馬武者たちは、逃げ惑う敵兵の群れの中を八方に散り、はさみが紙を裂くように敵の群れを切り裂いた。次々に突き入れられる槍は、逃走する敵の恐怖心をいちいち刺激した。

  「隼人は、討たれたのか」

  　三成は貝塚の身を案じたが、すでにこのとき貝塚はこの世にはいない。

  　それどころではなかった。いまや危険は三成の身にもおよんでいたのだ。逃げてくる本隊が、旗はた本もとの守る三成にも迫りつつある。その勢いと見み境さかいのなさは、ほとんど敵も同然であった。

  　本隊から戻った使番が三成のところにきて、

  「もはや本軍は収拾がつきませぬ。総そう崩くずれも間近にござる」

  　と、わめいたが、いわれずとも知れている。

  　いまや下忍口の城門からは、老兵たちがどんどん繰り出され、三成の本隊をみるみる追い散らしていた。

  　あの雑ぞう兵ひようどもは、まこと百姓なのか──。

  　三成は不思議の現象をみる思いで、眼前の光景を凝視していた。が、やがて、

  「引け、態勢を立て直す」

  　そういい放つと馬首をひるがえした。

  

  　長野口では、何度目かの激突ののち、丸太がついに城門を打ち破った。

  　吉継方の足軽が槍の穂先をそろえてどっと乱入し、続いて騎馬武者が馬ば蹄ていを轟とどろかせてなだれ込んだ。

  　自軍の足軽の波に乗って長野口への一番乗りを果したのは、前野与よ左ざ衛え門もんという吉継の直臣である。

  「大谷家家中、前野与左衛門、一番乗り」

  　馬上の前野は、のちの証拠のために大声でそう叫ぶと、総そう身しん朱の甲冑に身を包んだ和泉に目をつけた。偶然にも前野は、皆朱の具足を身に用いていた。

  　和泉は、自軍の兵が敵を迎え撃つのを許さなかった。

  「下がれ」

  　と、兵たちに命じると、自らは前面に立って敵に対する盾となりながら、じりじりと後退した。

  　ちなみに鉄砲が普及した戦国のころになると、大将と名の付く者は敵の前面に立ったり、槍働きをすることはほとんどなくなった。もっぱら軍団の中央や後方におさまって、歩兵や騎馬武者を動かすことを旨むねとした。三成や吉継、正家が中軍にいるのと同様である。大将自らが敵陣に突き入れるのは、奇異なこととされたのだ。

  『武ぶ辺へん咄ばなし聞きき書がき』には、このあたりの機微について述べた記事が掲載されている。

  　黒くろ田だ長なが政まさ（秀吉の軍使的な役割を果した黒田如じよ水すいの嫡ちやく男なん）は配下の侍大将、後藤又また兵べ衛えと仲が悪く、この男と武功を争ってしょっちゅう敵陣に自ら突っ込んでいった。これを、長政の父如水のころからの老臣である栗くり山やま備びん後ごという部将は、「たのもしや」とほめるのではなく、むしろ悔やんで諫いさめたという。そういう栗山に対して長政も、「武士ならば当然のこと」とは反論せず、くどくど言訳してこれをなだめたというのだ。

  　こんなふうに戦国期においては、大将自らが槍働きをしないのが普通だった。

  　しかしながら、この忍城の侍大将たちは、和泉も丹波も、そして非力な靱負までもが、自ら敵の前面に立ち、あるいは先頭をきって敵陣に突入した。

  　もちろん、彼らとて、三成らと同じように、中軍に居座っていたかったに違いない。だが、わずか一千騎の成田家には、人材が圧倒的に不足していた。

  　適切に軍略を実行でき、確実に槍働きで結果を出せる人材を家中に求めるとすれば、それは自分自身しかいなかった。彼らは自ら兵たちの手本となって、何から何までやってみせる必要があったのである。

  　長野口の兵のうち、あらゆる面で最良の人材が和泉であった。最良の武者が敵を防ぐのは、当然のことと和泉は考えた。

  　いま、和泉を盾として後退する城方に応じるように、敵軍はみるみる長野口内に充満し、忍城方の兵三百五十を超えつつあった。

  「まだか」

  　和泉は、土塁の上から外をのぞく使番に怒鳴った。

  「まだ二段目にござる」

  　使番も、土塁の際を和泉らとともに後方へとどんどん移動しながら叫び返す。

  　自軍が後退を続け、なだれ込んでくる寄せ手の兵がついに倍近くの六百に達したとき、

  「入った、三段目も入り申した」

  　使番が叫び上げた。

  （いまぞ）

  　和泉は後ろをふり向くと、

  「合図を」

  　と、吠えた。

  　城兵の最後尾には、矢をつがえた射い手てが和泉の下知を待っていた。矢の先に火を点じると、空に向け高々と射上げた。

  　煙を上げながら空を駆ける火矢は、城外の吉継にもみえた。

  「あれはなんだ」

  　そういいながら腕組みを解といた。のちの名将も、このときはまだ若かった。この一瞬の判断の遅れが、命運を分けた。

  　火矢は、城外への合図であった。

  　忍川の上流、寄せ手の陣のはるか後方では、忍川の水流を急造の堰せきが止めていた。長野口周辺の水深が極端に浅いのは、このためだった。和泉は、堰の付近に剛ごう力りきの者数人を埋まい伏ふくさせており、合図とともに破壊するよう命じていたのだ。

  　剛力の男たちは、火矢を認めるなり、

  「きた、やるぞ」

  　大声で叫んで堰を大鉄てつ槌ついで叩き壊した。

  　あふれんばかりに溜ため込まれた河水が、文字通り堰を切って長野口へと急進した。轟音をたて、蛇だ行こうしながら激走する水流は、猛たけり狂った竜のごとくである。

  　この轟音が、吉継にもきこえた。

  　──いかん。

  　とっさに気付いた。

  「先鋒を戻せ、川から引き上げろ」

  　めったなことでは動じぬこの男が、度を失ってわめき、引き鉦がねを連打させたが遅かった。

  　忍川に踏み入れた三段の鉄砲隊の耳にも、激流の発する轟音はとどいていた。鉄砲隊は川から逃れようと岸を目指したが、城側の岸に逃れる者と、味方がいる岸に押し寄せる者とで入り乱れた。

  　その混乱を巨大な激流が襲った。激流は鉄砲隊を吞のみ込み、城門にかかった橋までをも押し流した。

  　長野口の城内では、乱入した吉継側の兵どもが一様に呆然として動きを止めていた。

  　開け放たれた門からは、河水とともに味方の兵たちが次々に流されていくのが垣間みえる。橋も消え去った。

  　──退路が断たれた。

  　皆朱の具足に身を包んだ前野与左衛門が後方の惨劇をふり向き見て青ざめていたとき、

  「おい」

  　と、やたら野太い声がきこえた。

  　前野が前方をふり返ると、同じく朱の甲冑に身を固めた巨漢が正面にいて、自分を見据えている。

  「どこみてやがる。武功一等柴しば崎ざき和泉守いずみのかみを前にして、後ろをふり返るとは、なにごとじゃ」

  　武功一等などと大嘘を交まじえながら、和泉は敵を[image: ]しかりつけた。次いで無む造ぞう作さに槍を上げると、ずどんと前野の胸板に突き入れた。槍を背まで突き通され、前野は絶命した。

  （さてと）

  　槍を突き入れたまま、和泉は野獣の目で敵を見回した。すでに長野口内には、自軍の倍の数の敵がなだれ込んでいる。

  （こやつらの戦う気力を消し飛ばす）

  　和泉は、槍を持った右腕に渾こん身しんの力を込めると、肘ひじを支点に、右手を力点にして、前野の屍し骸がいを馬上から持ち上げた。

  　敵は度肝を抜かれた。歩兵も騎馬武者も、ある者はその場にへたり込み、ある者は驚愕の悲鳴をあげながら後ずさりした。最後尾の者は、弾はじかれて川へと落ち込んでいく始末だ。

  （あとは首を狩るだけよ）

  　和泉は腰を抜かした敵兵を見渡しながら、そう残忍にほくそ笑んだ。槍を振るって前野の屍骸を投げ捨てると、

  「者ども遠慮はいらねえ、上方の野郎どもを皆殺しにせい」

  　槍を敵に突き付け、大声で下知した。その下知の為し様ざま、無頼漢のごとくである。

  



  
    ５
  


  

  　佐間口では、丹波が騎馬鉄砲の一斉射撃を終えたあと、異変が生じていた。

  　一斉射撃を終えたといっても、寄せ手の鉄砲隊を一掃したわけではなかった。生き残った寄せ手の鉄砲隊は、深田に足を取られながらも、ようやく弾籠めを終えつつあったのだ。それに従って、寄せ手の全軍が逃げる足を止めて騎馬鉄砲に向き直った。

  「一いつ旦たん城に引くべし」

  　丹波の後ろにいた騎馬武者が焦しよう燥そうしながら訴えた。

  （馬鹿め）

  　丹波は騎馬武者に首をねじ向けると、

  「向かうは大将が首のみである」

  　横たえた槍を前方に突き出して、ゆっくりと馬を進めはじめた。

  　敵陣の中央を突破すれば鉄砲隊、弓隊は手出しできない。仕損じれば味方を傷付けるからである。

  　丹波は、後方の騎馬鉄砲に弾籠めを急ぐよう下知しながら正面を見据えると、気合をかけてじりじりと馬を進めた。

  　──漆黒の魔人が襲ってくる。

  　寄せ手の兵は、一時に動揺した。

  　一度は逃げ足を止めたものの、あぜ道の寄せ手はみるみる退き、田んぼの中の兵は、あぜ道からどんどん距離を取りはじめた。丹波がみせた圧倒的な武辺の成果がこれだった。

  　その光景を、守兵として佐間口についていたたへえが目撃していた。

  　大たい海かいの割れるがごとく、丹波ら七十騎の騎馬鉄砲が敵陣の中央を進むのに従って、敵の大軍が二つに割れていく。

  　──なんと。

  　たへえは戦慄した。

  「正木様とはこれほどのお人であったか」

  　たへえは戦場には何度か出たことがあったが、丹波の働きを直接みたのはこれが初めてである。

  「よう首がつながってたもんだ」

  　丹波に向かって籠ろう城じようせぬなどと放胆な口をきいた自分に、いまさらながら冷汗の出るおもいであった。

  　中軍の正家も、馬上で伸び上がってこの光景を目撃した。

  「我が軍勢はなにをしておる」

  　何度目かの恐怖を感じながら、横にいる家臣に怒鳴ったが、家臣は家臣で動揺しきっている。

  「田が異様に深く、進むことままなりませぬ」

  　いまさらの理由で言訳した。

  「ならばあぜ道をゆけばよいではないか」

  　正家がそう怒鳴ると、家臣も声を荒らげて「あぜ道にはあの男がおるではないか」と怒鳴り返す。もはや主人も家臣もあったものではない。

  　長束正家の軍勢四千六百は、わずか七十騎の騎馬鉄砲に恐れをなしたのである。

  （恐怖の糸を断ち切る）

  　丹波は頃合いを読んでいた。

  「弾籠めは」

  　丹波が前方を向きながら後方に叫ぶと、完了したと返事があった。

  「構え」

  　丹波は大声で下知した。

  　寄せ手の軍勢の緊張は、頂点に達した。

  （いまぞ）

  　丹波は、朱槍をすべらせ、石いし突づき近くの端を握り直した。

  「寄るなよ、構えて寄るな。近付く者はことごとく我が朱槍の餌え食じきと心得よ」

  　そう叫ぶなり、疾しつ風ぷうのごとく朱槍を横殴りに一いつ閃せんした。雑ぞう兵ひよう首五つが同時に宙に舞った。

  　恐怖の糸は断ち切られた。あぜ道の兵は味方を田へと押しのけながら、どっと逃げに転じた。

  　大軍といえどももろさはある。丹波ら騎馬鉄砲の周辺で起った恐きよう慌こうは、一時に全軍へと波は及きゆうした。

  　田の中にいた兵の恐慌は、とくにひどかった。

  　深田に足を取られて転んだ兵を踏みつけて逃げ、転んだ兵につまずいて倒れた兵を、さらに別の兵が踏み板にして逃走した。しまいには、前の者が転べば足場になると、わざと味方を転ばせて逃げる者さえあらわれた。この敗軍の中で最も多かった死因が、「田たん圃ぼでの溺でき死し」だったという。

  『改正三み河かわ後ご風ふ土ど記き』は、このときの寄せ手の惨さん憺たんたる敗走ぶりをこう記している。

  「引ひき色いろ立だちたる寄せ手の者ども、一いつ散さんに潰つぶれて逃げ立ちたり。長束をはじめ速見、伊藤など、これを制し留とどめんとすれども、総勢耳にも入れず敗走す」

  　──全軍突出。

  　丹波の下知に応じて、佐間口の兵およそ四百が飛び出した。

  　ほとんどが百姓兵である。深田に慣れきったこの者たちは、水面を走るがごとく楽々と進んだ。たへえも槍を構えて田圃の中を走った。

  　城兵がどんどん迫ってくる。寄せ手の兵の中には、泣き出しながら逃げる者さえいた。誰もが正家などに目もくれず、大将を走り過ぎて息の続く限り逃げた。

  「どうした、まだ一いつ刻ときとたっておらんぞ」

  　丹波はもはや馬を止め、大波が引いていくように退く敵の軍勢に向かって怒鳴り上げた。

  　正家は、馬廻りの家臣らに守られながら、丹波の叫びをきいた。

  　──あれが正木丹波か。

  　こんどこそ正家は、丹波の名を胸に刻み込まされた。

  　その正家の横を、自軍の兵どもがどんどんかすめ去っていく。

  　そんな正家に、三成が発した使番が馬を駆ってきた。

  「石田家、これより退却いたしまする」

  「そうか、石田家が負けたか」

  　正家は、友軍の撤退を歓迎するかのような態度をあらわにしながら、使番にそう叫んだ。

  「されば長束家も引く」

  　そんな正家の下知をきいていたのは、周辺の旗本数十騎ばかりだったであろう。

  

  　長野口でも、吉継が退却を決めていた。

  「鉄砲組が全滅では是ぜ非ひもない。退くぞ」

  　馬ば首しゆを巡らし、依然続く忍川の激流に背を向けた。

  　すると、

  「退くか」

  　と、城の方から自分をなじる声がきこえてきた。

  （なんだ）

  　吉継は再び城門に目をやった。みると、門のところに朱の甲冑を着込んだひときわ巨おおきな武者が、仁に王おう立だちになっている。

  「ならば戦記に記せ。城方総大将は成田長親。この長野口の大将は、武功一等柴崎和泉守じゃ」

  　巨漢は、大声でわめいた。

  （変な奴だ）

  　柴崎和泉守と名乗る男は、自分の武功をあけすけにひけらかし、しかも戦記に記せとまで要求している。武強しか頭にない、まさに坂東武者を絵に描いたような男がそこにいた。

  　だが、この種の男を吉継は嫌いではない。むしろ大いに好んだ。

  「大谷吉継じゃ、承うけたまわった」

  　大音声で返答すると、小さく笑い、

  「どこかに書いといてやれ」

  　と、手柄を記録するはずの首くび帳ちようを持った家臣に命じた。

  

  　佐間口の丹波は、正家の軍勢が引き取るのを見届けると、自ら殿しん軍がりとなって先に歩兵たちを帰した。

  　最後に佐間口に戻った丹波を、兵たちの歓声が迎えた。丹波は馬を進めながら、力強くうなずいて歓声に応こたえた。

  　やがて各口の城門から、勝かち鬨どきがきこえてきた。丹波は馬を止め心もちあごを上げて、勝鬨の方向を確かめた。

  （和泉と靱負もやったか）

  　和泉と靱負だけではない。すべての守り口で、城方は勝利していた。

  　丹波が本丸に戻るべく、再び馬を進めたとき、

  「おい、正木の餓鬼大将」

  　と、兵どもが仰天するような一喝を加えた者がいた。

  　だが、その者の姿を認めて、一同は、ああと納得してしまった。

  　一喝の主は、清せい善ぜん寺じの怪僧、明みよう嶺りようである。

  　明嶺は、丹波に続く道を兵どもが空けるのを当然のごとく待ち、やがて道ができあがると悠々と丹波に歩み寄ってきた。今朝も酔っている。

  （いやなときに来やがる）

  　丹波は内心舌を打ったが、戦勝の直後である。

  「おう、和おし尚ようか」

  　馬上から見下ろし威厳をもって声をかけたが、

  「勝ったぞ」

  　と、続けていったのが、喧けん嘩かに勝ったのを自慢する悪がきのようになってしまった。

  「なにが勝ったもんか。次に攻め込まれるときはこんなもんじゃ済まんぞ」

  　明嶺は、丹波の威厳など意にも介さずそう釘くぎを刺した。

  　その通りである。敵は必ず再び攻め寄せる。それも用意に用意を重ねて。

  「うむ」

  　丹波もうならざるを得ない。

  （だけどな）

  　丹波は内心不満であった。

  　なにしろ清善寺は城郭内にある。佐間口が破られれば、すぐそばにある清善寺などひとたまりもないではないか。礼のひとつもいっていいんじゃないのか。

  　だが、一杯やって法ほう悦えつの極致にいる明嶺には、戦も寺も、浮世のことになどまるで関心がないのかこう言った。

  「早はよう終わりにせんか。うるそうて朝寝ができんではないか」

  　騒音の苦情である。

  （すごい奴だ）

  　丹波はおもわず感心してしまった。まわりを見渡すと、兵どももなにやら深しん遠えんなる格かく言げんをきいたかのように、しきりにうなっている。

  「へっ」丹波は馬鹿らしくなった。

  　そこに、「邪魔」と、明嶺を押しのけて、幼おさな子ごのちどりが大手門の方からやってきた。握り飯を満載した笊ざるをよろよろと抱えながら、兵たちの方に歩み寄ってくる。幼子の後ろには女たちが続き、そのいずれもが握り飯を抱えていた。

  「嬢じようよ、ひとつくれんか」

  　丹波が先頭の幼子に頼んでみると、

  「だめじゃ」

  　幼子はよろめきながら、にべもなく断る。

  「馬になど乗って楽をしおって。これはちゃんと働いたおじちゃんたちにやるんだから」

  　幼子なりの道理があるのだろう、女たちがはらはらする中、そういって峻しゆん拒きよした。

  　女たちの中にいたちよは、ちどりと丹波の間に割って入ろうとしたが、丹波は、

  （いいんだ）

  　と、目でちよを制した。

  「しかしわしも少しは働いたぞ」

  　馬上から、さらに幼子に顔を近づけ、小さくおどけながらいう。

  「ほんとか」

  「いやほんと」

  　丹波はそう答えた。すると、ちどりは下唇を突き出して真剣に考えるふうであったが、やがて、やるよ、というように、馬上の丹波に対して笊をぞんざいに差し上げた。

  「ありがてえ」

  　丹波は、握り飯をつかみ上げた。

  　その途端、明嶺が大笑を発した。明嶺につられて、下を向いていたちよもこらえきれずに笑った。ちよにつられて女たちも、そして兵たちもが笑った。皆笑った。

  （これでよし）

  　丹波は皆の反応に満足すると、馬を打たせた。

  「士気は高い。勝てるぞ」

  　握り飯にかじり付いた。
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  　丸墓山の麓ふもとに急造した三成の陣じん屋やには、敗走した諸将が続々と集まってきた。

  　陣屋は、わずかふた間の粗そ末まつなものである。このふた間をぶち抜いた中で、諸将は車座になって敗因を検討した。

  　その前に、兵力の低下である。

  　各口の討うち死じに、手て負おいの人数を合算すると、千二百人を超えた。中でも、もっとも被害が大きかったのが、酒巻靱負の守る下忍口を攻めた三成の軍勢であった。八百人以上の兵が討死するか、傷を負ってこれ以上の戦闘が不可能になった。

  　これに対して城方は、各口を合計しても、五十人に満たなかったという。

  「問題はあの異様に深い田じゃ。あれでは大軍を擁ようしたところで使うことができぬ」

  　正家が指摘した。

  　この指摘は、各口に共通することであった。いずれの攻め口も、深田のために同時に兵を寄せることができず、そこを城方に突かれた。

  「いや、あの地じ侍ざむらいのごとき奇妙な軍略である」

  　と、別の者はいい、さらに別の者は「いや、敵ながら侍どもが粒つぶ揃ぞろいなのだ」と驚嘆の声を上げた。

  　議論が百出するうち、やがて諸将は、ありふれた結論に到達せざるを得なかった。

  　──敵は強い。

  　そうだとすれば、この忍城をとり仕切る総大将を、量はかりなおす必要があるだろう。

  「長野口の柴崎和泉守と名乗る大将が、総大将は成田長親だと申しておった」

  　吉継はそう口を開くと、

  「あの手の侍大将を縦横に使いこなす総大将とはいかなる男か」

  　深刻な顔を諸将に向けた。

  　吉継のまわりにも、和泉のような剛の者がいないわけではない。だがそのいずれもが、実力はあるものの、扱いにくい難なん物ぶつであった。たとえ長年仕えた譜ふ代だいの家臣であろうとも、武辺さえあれば高こう禄ろくをもって召めし抱かかえる大名がいくらでもあるため、「文句があるならいつでも渡り武者になってやるぞ」と言わんばかりにやりたい放題である。

  （あの柴崎和泉守という男も、そんな男に違いない）

  　そんな難物を、あれほどの働きをさせるまでに手なずけている。

  （よほど大器量の総大将ではないのか）

  　吉継はおもった。

  「どんな男だった」

  　吉継は、使者にいって成田長親をみたであろう正家に問うた。

  「とても優れた将にはみえなんだが」

  　正家は、思案顔のまま答えた。

  （こいつにはわからん）

  　吉継は、ある男に気付いた。

  　北条氏うじ勝かつである。

  　わずか半日で落城した伊い豆ず山やま中なか城の守将で、秀吉に寝返った男だ。氏勝は、秀吉に降伏したのち、三成の軍勢に案内役として付けられていた。北条家の者ならば、成田長親を知っているかも知れない。

  「成田長親という男に会ったことはござらんか」

  　吉継は氏勝に訊いた。すると氏勝は、秀吉に降伏する際、剃そり上げた頭をぞりぞり掻きながら、「ある」というではないか。息子氏うじ政まさの飯の食い方によって北条家の滅亡を予見した、北条家三代目の氏うじ康やすが他界したとき、小お田だ原わらに成田氏うじ長ながの代理として弔ちよう問もんにきたのが、成田長親という名の男だったという。長親二十八歳のときである。

  「どんな男にござった」

  　吉継は問い詰めるようにしてきいたが、同時にこのぼんくらに尋ねたのが間違いだったと小さく後悔した。

  「のんびりしたお人にござったな。十歳を過ぎたばかりのわしと遊んでくださった」

  　と、昔話を始めそうな勢いである。

  「分かり申した」

  　吉継は、落胆しながら氏勝の話をさえぎると、途方にくれてしまった。

  　諸将も、まだみぬ敵の総大将の像を結ぼうと、それぞれが視線を辺りに散らしたときである。

  　突如、狭い陣屋に大笑が響いた。

  　三成であった。

  「やりおるわ、あやつら」

  　三成だけは、別の気分の中にいた。一時は戦死者の数に言葉を失ったが、十倍はあろう自軍を打ち破った敵に、いまは痛快さすら感じていた。

  　──見事である。

  　そんな敵にこそ、ふさわしい軍略があるではないか。

  「おのおの方」

  　三成は、いきいきと目を輝かせた。そして言葉を続けた。

  「三成は、水攻めに決しましたぞ」

  　のちに、この男の武将としての信用を失しつ墜ついさせた、決定的な下知である。

  

  　──忍城の水攻め。

  　後世にそう記憶される我が国最大級の水攻めは、こうして実行に移されることになった。

  　だが、水攻めの方針が示された当初から、諸将の反応は冷ややかであった。

  （ばかな）

  　吉継などは、心中で怒りをおぼえたほどだ。実をいえば、三成は緒戦でいきなり水攻めを行おうとしていた。だが、吉継に諫められて、まずは軍勢をもって城攻めをしかけたのだった。

  　吉継は怒りながらも、諸将のいるこの場で、総大将たる三成に異い見けんをはさむことを控えた。緒戦に負けたいま、総大将としての三成の資質に疑問を抱いだく者もすでにいる。そんな中で、その方針に反対することは害にしかならないと、吉継なりに判断していた。

  　三成の下知は続いていた。

  「ついては堤つつみを築くのに備え、おのおの陣を下げられよ。その前に、丸墓山にて水攻めの縄なわ張ばりを示す」

  　諸将は急に不機嫌な顔になった。

  「水攻めならば、御味方の勝利間違いござりませぬな。ならば初めから水攻めと致せばよかったのじゃ」

  　嫌いや味みをいって座を立つ部将もいれば、

  「これでは何のために参陣したのかわからぬ」

  　憤然と陣屋を出る者もいた。

  （だからいったのだ）

  　やがて、諸将が丸墓山へといってしまい、三成と二人だけになった陣屋で、吉継はこの身勝手な小男を怒鳴りつけた。

  「治じ部ぶ少しよう、何ゆえ水攻めだ。水攻めなど、合ごう力りきの諸将が手柄を立てる機会がなくなるではないか。おのれは総大将なのだぞ。部将の心を獲とらずしてなんとする」

  　新たに豊とよ臣とみ政権に加わった関東の諸将は、手柄を立てることで天下人の心証を良くしようとやっきになっていた。だが、いま三成が水攻めを実行すればどうか。手柄はすべて三成のものではないか。

  「それがわかっているのか」

  　吉継は、三成を睨みつけた。

  「水攻めで勝つ。わしは誰が何と申そうともやるぞ」

  　三成も、吉継を睨み上げると断固とした調子でいい、勢いよく座を立った。

  

  　三成と吉継は、諸将の待つ丸墓山にのぼった。高さ二十メートル足らずの丘のような円えん墳ぷんで、頂上の平地は直径で二十メートルもないだろう。

  　三成は頂上に着くと、田園に突如あらわれた森のごとくみえる忍城を見下ろした。

  「城の下流で、利と根ね川がわと荒あら川かわを結ぶ堤を築く」

  　利根川は、忍城に向かった三成の右手、荒川は左手にある。三成は、それぞれの川を指し示しながら説明した。

  「あとは上流にて川を決壊させ、待つだけじゃ」

  　──そんなことできるのか。

  　諸将は不満もあって、この計画を疑問視した。

  　だが三成は、

  （できる）

  　と、踏んでいた。

  　もともとこの一帯は洪水が多く、忍城自体も洪水後に残った湖上の島々の上に建設されていた。この洪水を人工的に起し、かつ水を堰せき止めれば、城は水底に沈むに違いない。

  　だが、利根川と荒川はあまりに離れすぎている。

  「どれだけ長ちよう大だいな堤を造りなさるおつもりじゃ」諸将の一人が、疑いの顔のままきいた。

  　三成はことさら軽い調子で応えた。

  「ざっと七里か」

  「七里じゃと」諸将は仰天した。七里はおよそ二十八キロである。秀吉が実施した備びつ中ちゆう（現在の岡山県西部）高たか松まつの水攻めでさえ、三里半の長さしかない。七里といえば倍の長さではないか。

  「なに、五日もあればできるさ」

  　三成がそういうのには、吉継でさえ驚いた。なにしろ秀吉でさえ、三里半の人工堤を築くのに十二日間をかけているのだ。

  「大おお蔵くら」

  　三成は、正家を呼ぶと、

  「のべ十万人を五日間、昼夜兼業で働かせたならいくらかかる」

  　諸将の驚きを尻目に、そうきいた。

  　正家は意外にも驚くようすはない。すでにこの男は数字を弾き出しつつあった。

  「殿下と同じやり方じゃな。いくら払う」

  　正家はにやりと笑って問い返す。殿下と同じといったのは、秀吉も労働に対価を払ったからである。いくらとは、対価の額をきいた。

  「昼は永えい楽らく銭せん六十文、夜は百文。それぞれ米一升をつける」

  　三成は答えた。

  　大おお盤ばん振ぶる舞まいである。

  　夜間だけでも夫婦二人が五日働けば、家族四人が一年近くは食える米が買えてしまう。

  　諸将の方は、銭を払うこと自体に驚嘆していた。

  「銭を払うのか」

  　堤を築く人数など、二万の兵力を背景に脅おどしあげればいいというのだ。

  （そんなことで十万人が集まるかよ）

  　武力で百姓領民を脅しあげるのが性しように合わないこともあったが、秀吉の弟子を自認する三成にとって、人工堤を急造するために銭の力を借りるのはもっとも自然な手法であった。

  「永楽銭にしてざっと八千四百貫文じゃな」

  　正家は回答を出した。「殿下をしのぐ銭のかけ方じゃぞ」

  （それがどうした）

  　三成は鼻で笑うと諸将に向かい、

  「おのおの、近隣遠方を問わず、村という村に触れを出し、人数をかき集められよ」

  　彼らが不快におもうほど陽気に下知した。

  「銭に転ばぬ者などおらぬ。女子供までが争うてやってくるわ」

  　正家は、いわずもがなのことをことさらにいっている。

  　──できるのか。

  　吉継がそう苦い顔でいたとき、兵に連れられて一人の百姓らしき男がのぼってくるのがみえた。

  「きたか」

  　三成は承知していたように、その者に近寄っていく。すでに成田長親を知る百姓を捕えたとの報告を受けている。それを連れてくるよう家臣に命じてあったのだ。

  「名は」三成は物柔らかにきいた。諸将も物珍しげに集まってくる。

  　百姓は急いで平へい伏ふくし、「下忍村のかぞうにござりまする」と、恐縮した。

  　たへえの息子で、ちよの夫のかぞうである。かぞうは緒戦が終了したのち、忍城の者どもについて知っていることを話したい、と進んで寄せ手に身を投じていた。かぞうにすれば、自らの復ふく讐しゆうの代行者が、この三成率いる上方の大軍であった。

  「なにゆえ百姓が成田長親を見知っておる」

  　直答を許すと、三成はさっそく尋ねた。

  「へえ、のぼう様は野の良ら仕事とあれば必ず手伝いに来られますゆえ」

  　かぞうは言葉に詰まりながら答えたが、三成の関心を呼んだのは、その呼び名である。

  「のぼう様」

  　三成は、聞いたこともない言葉に、不審な顔でそう訊き返した。

  　かぞうは、慌ててさらに頭を低くして地にこすり付けた。「いや、長親様のことにござりまする」

  「なぜのぼう様じゃ」

  　今度は吉継が詰め寄った。この呼び名に、敵の総大将の人となりが込められているのに違いない。

  「いや、それは」

  　かぞうは躊ちゆう躇ちよするふうであったが、やがて、

  「でくの坊ゆえ、皆、のぼう様のぼう様とお呼びいたしてござりまする」

  　と、白状した。

  　諸将の中にはすでに噴き出す者もいる。

  　──緒戦の結果から、敵を買いかぶりすぎたか。

  　吉継は小さく安堵した。

  　城下の百姓がいうのである。愚ぐ将しように間違いないだろう。のぼう様という呼び名も、陰でそう揶や揄ゆしているだけだろう。吉継は当然のごとくおもい、

  「そう呼ばれておると知れば、成田長親めは激怒するであろうな」

  　かぞうに同調したつもりでそう洩らした。

  　すると百姓は、

  「いや面と向かって呼びまするが、一向に」

  　と、答えるではないか。

  　これには諸将は爆笑してしまった。

  　──緒戦はまぐれだったのだ。

  　諸将はようやく敵の正体をつきとめた者のように、哄こう笑しようした。正家も笑った。

  　だが、三成と吉継だけは笑わなかった。

  　敵の勝利を痛快がっていた三成でさえ、なにか得体の知れぬ男を敵に回してしまったかのような心地がしていた。

  「どう思う」

  　三成は、おもわず吉継にきいていた。

  「でくの坊と呼ばれ平然としておる男か」

  　吉継は、深刻な顔でつぶやいた。

  「果して賢か愚か」

  

  「正木様、敵が逃げまする」

  　佐間口の櫓やぐらの上で、敵を警戒していた兵が叫んだ。

  　寄せ手の大軍が水攻めに備えて陣を下げたのは、開戦当日の夕刻のことである。同時刻をもって、寄せ手の軍勢が一斉に包囲を解いた。

  「門を開けろ」

  　城門が開くなり丹波が外に飛び出すと、兵の言った通り長束正家の軍勢が後退していくのがみえた。

  （なにかある）

  　丹波の顔が険けわしさを増した。

  　長野口の寄せ手、大谷吉継の軍勢も陣を下げた。

  　修復した城門から、和泉もこの様子をみつめていた。城兵たちも外の光景をみるため、門の周辺に群がっている。

  「柴崎様、あきらめたのでござりましょうか」

  　城兵の一人が和泉にきいた。

  「馬鹿野郎、これから大技が出るんだよ」

  　和泉もまた、何かとてつもないことが起ると予見していた。
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  「喜べ、忍城は石田治部少輔の軍勢二万を手もなく退けおったぞ」

  　北条氏政は、小田原城本丸の大広間に忍城主成田氏長を呼ぶと、そう甲かん高だかい声を上げた。

  　忍城が緒戦に勝利したとの報告は、北条家が関東各地に発した「軒のき猿ざる」といわれる忍びの者によって、小田原城に報じられていたのだ。

  （──なんと）

  　弟泰やす高たかを従え平伏していた氏長は、どっと全身に冷汗をかいた。

  「忍城は、今なお頑強に抵抗を続けておる。お手前も忍城の家臣どもに負けぬよう励はげまれよ」

  　氏政は、氏長の心中も知らず、無邪気に激賞の言葉を発し続けている。

  　氏長は、褒ほめられれば褒められるだけ、全身の水気を吸い取られる気分である。なんとか、「はは」と平伏したが、腋わきの下を伝う汗をどうすることもできない。

  「なぜ戦になり、しかも勝っておる」

  　大広間を退出すると、氏長は泰高をそう小声で[image: ]りつけた。

  （だれだ）

  　誰が戦など始めおった。氏長は考えをめぐらしたが、それらしい人物は浮かばない。城代の成田泰やす季すえは開戦直前に病死したと、先ほど大広間で知らされた。

  （なら、和泉あたりか）

  　しかし、柴崎和泉守など剛勇なだけで、重臣どもをまとめ上げて戦に投じるといった器量には乏しいはずだ。靱負も同様である。

  （丹波は、彼ひ我がの戦力差がわからぬ馬鹿者ではない。だとすれば誰か）

  　長親の名など、氏長の念頭には初めからない。

  「さて」

  　泰高も首をかしげるばかりである。

  「いずれ関かん白ぱくへの内通はこれで反ほ故ごになった。関白が何をしてくるか」

  　氏長は、寒気のするようなおもいで、そうつぶやいた。

  　氏長の懸念通り、秀吉は約束の反故に激怒した。のちに秀吉は、北条方に氏長の内通を知らせて、この小こ才さい子しを窮地に追い込む。それだけでなく、小田原落城後には、氏長を助命する代わりに黄金一千両まで要求した。氏長は泣く泣く走り回って黄金を掻き集め、自身もすっからかんになりながら、ようやく九百両と唐とうの頭かしら（ヤクの毛）十八個を差し出して許されたという。

  

  『忍城戦記』によると、三成が人工堤の建設に着手したのは、天正十八年（一五九〇年）六月七日のことである。

  「近国近隣近郷の農人商夫児童等、端的に数十万人相あい集まり、昼夜を分わかたずして土を持ち運ぶ」

  　同書では、工事のすさまじさをこんなふうに記録している。

  　三成が労働条件を示すと、数日のうちに人の波が押し寄せた。それはまるで、関東の人間が一挙に忍城下に参集したかのような光景であった。三成は、これら人にん夫ぷの群れを、七里におよぶ堤防の建設予定地に長々と配置した。

  　人工堤の規模は、断面の台形の下底を十一間（約二十メートル）、上底を四間（約七メートル）という厚さとし、高さを五間（約九メートル）と決めた。長さを除いて、秀吉が備中高松でつくった人工堤とほぼ同じ大きさである。

  　利根川と荒川を、人の行列が結んだ。

  　この人夫の群れの中に、かぞうもいた。

  （忍城の者ども、みておれ）

  　かぞうは怒ったように、土地に鍬くわを叩き入れた。それは、忍城の侍どもに直接鍬を叩き込むかのような快感があった。

  　かぞうたち人夫は、この工事の目的を知らされてはいない。高給の前には知ろうとする者もいなかった。もっとも知ったところでこれほどの水攻めを実行するなど、とうてい信じられなかったであろう。多少物のわかった者でも、城方の突出に備えた防御壁程度にしかおもわなかった。

  　かぞうは周辺の土を掘り下げると、俵に詰めて土つち俵だわらをつくった。土俵をつくると指定された場所に積み上げていく。

  「どっからきた」隣で俵に土を詰めていた、百姓らしき痩やせた男がきいてきた。

  「お前こそ、どっからきた」かぞうが乱暴に鍬を振り下ろしながらきき返すと、

  「古こ河がだ」というので驚いた。

  　東方五里の古河からも、百姓どもが噂をききつけて建設に参加しているという。すでに忍領内ではない。

  　かぞうも「下忍村のもんだ」と不機嫌に答えた。

  「忍城下じゃねえか。不ふ忠ちゆうもんじゃな」

  「うるせえ、百姓に不忠もくそもあるか」

  　かぞうは痩せ男をぎろりと睨むと、おもわず怒鳴り声を上げた。

  　そんな下界のやりとりも知らず、三成は、丸墓山から遥はるかに続く人工堤の建設を見下ろしながらこの上もない興奮の中にいた。

  　丸墓山は、人工堤の起点になっている。山の南北から堤は延びていた。したがって丸墓山も人工堤の一部である。

  　現在でも丸墓山は、一般の人ものぼることができる。

  「さきたま古墳公園」の駐車場で車を降りると、丸墓山に向かって一本の道が通っている。この道を歩くと、道が両脇の地面よりやや高く盛り上がった土手になっていることに気付く。これが三成のつくった人工堤のなごりである。

  『行ぎよう田だ市史』によると、丸墓山から北に延びた堤は、現在の地名でいえば、丸墓山のある行田市埼さき玉たまにはじまり、行田市長野を経て、行田市白しら川かわ戸どの辺りまで延びていたという。

  　南は、行田市埼玉から行田市堤つつみ根ね、鴻こうの巣す市袋ふくろで西に折れて、鴻巣市鎌かま塚つか、行田市棚たな田だ町ちよう、行田市門かど井い町ちよう、熊くま谷がや市太おお井い、熊谷市佐さ谷や田だ、熊谷市久く下げで、当時荒川の主流だった元荒川に接していた。

  「うんうん」

  　三成は、しきりにうなずきながら、丸墓山の頂上を南北に行ったり来たりしている。

  　吉継は、三成が秀吉の備中高松の水攻めを目撃して以来、この驚天動地の戦術を悲願としてきたのを知っている。

  「結局、これがやりたかっただけか」子供のようにはしゃぐ友に、呆れた調子でいった。

  　三成は、なじられながらも上機嫌に笑った。

  「あの城の者ども、敵ながらあっぱれな奴らじゃ。しかし、死力を尽くして戦う敵に圧倒的な武力と銭で臨む。それが殿下の戦よ」

  　──価値ある敵だからこそ、全力で叩き潰す。

  　もはやこの男を止めるものは、なにもない。

  

  　工事は夜間も続いた。

  　人工堤に沿って数間ごとにかがり火が焚たかれ、昼間のごとく作業ができた。

  （これでは手も足も出ん）

  　丹波は佐間口の櫓から、遠く繰り広げられる夜間作業を凝視していた。

  　櫓からみると、城外に突如、光の橋が出現したかのようである。その前には、三成率いる軍勢が配備されており、人工堤を守備していた。

  （この明るさでは夜や襲しゆうもかけられぬ）

  　丹波も櫓の上で指をくわえてみているほかない。

  　そこに、長親がのそのそ上ってきた。

  「みろ」

  　丹波は、長親が横に座るなり、山のような巨体にうながした。

  「変わった戦じゃの」長親は大して驚いたようすもなくいう。

  「なにをしてるか分かるか」

  「いいや」全然、というふうに長親は首を横に振った。

  （わしの思いすごしだったか）

  　丹波は、長親のようすに小さく失望した。戦の前、この男に感じた底知れぬ存在感が、なにやら見当たらなくなっている。

  （もしや、おもいのままに振舞っているにすぎなんだか）

  　丹波は自らの深読みに、心中失笑さえ浮かんできそうだ。

  「堤だ。利根川と荒川を結んでおる」

  　丹波は子供に教えるように、順序よく説明をはじめた。

  「上流で」と、自らの後方を指差し、「川を決壊させる」

  「ふむ」

  「決壊した川の水をあの堤で堰き止めればどうなる」

  「城は水に沈むな」

  　長親がいうと、丹波は静かにうなずき、やがて、

  「水攻めだ」

  　と、厳しい顔で人工堤をみた。

  「八年前、関白が備中高松でやりおった戦術よ。城方はついに降くだるしか手はなかった」

  　丹波は長親の驚愕の声を待った。だが、長親が発したのは、

  「へえ」

  　つまんない話、とでもいいたげな返事である。

  「驚かぬか」

  　丹波が怒ったようにいうと、長親は、

  「別に」

  　つまらなそうな顔のままでいう。

  　さらには、

  「丹波も案外と馬鹿じゃな」

  　とまでいうではないか。

  　馬鹿に馬鹿といわれるほど、腹の立つことはない。

  （この野郎）

  　丹波が少年のころのように、長親の頭に拳げん骨こつを喰らわせようとしたときである。

  「あの堤を造っておるのは誰じゃ」

  　長親が、軽々とした調子で問い返してきた。

  「百姓どもであろう。銭欲しさにやっておるのだ。備中高松でも銭をばら撒まいた」

  「なら案ずることはないではないか」

  （なにいってんだお前は）

  　丹波はほとんど逆ぎやく上じようしてしまっていた。いかなる剛勇の武将でも震え上がるであろう戦術に、その態度はなんだ。

  「何が案ずることはないだ」

  　丹波は怒鳴りつけた。すると長親は、

  「だから馬鹿だっていうんだよ」

  　そっぽをむいて、鼻で笑わんばかりの勢いでそういった。

  　もはや、丹波は怒らなかった。

  （何か水攻めを破る手段があるのか）

  　丹波は改めて長親の顔をみつめた。

  　堤をみつめたまま、丹波にみせている長親の横顔は、以前に丹波が感じた底知れぬ気配を取り戻していた。
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  　三成は公言通り、足掛け五日で人工堤を完成させた。六月七日に着工し、十一日には竣しゆん工こうしたのだ。

  　この日、三成はかつての秀吉のごとく、吉継とともに人工堤の上に屹きつ立りつしていた。

  （これだ）

  　三成は、かなたまで続く人工堤を見晴らし、我が偉業に大いに満足した。人工堤の上には、諸将の兵二万も一定間隔をおいて配置させていた。水の引き入れを一層華やかなものにしようとする三成の下知である。

  「この戦が語り継がれるよう、この堤を石田堤と名付けよう」

  　三成は誇るように吉継にいった。

  「勝手にせい」吉継は嘆息まじりにそういうと、一転して陽気にいい放った。「治部少よ、望みを果せ」

  　もはやこの小男の好きにさせてみるつもりである。

  「無論」

  　三成は一言いうと、小さな身体に大きく息を吸い込み、

  「決壊させよ」

  　秀吉と同じ下知を大音声で発した。同時に、石田堤の上の二万の兵が鉦かねを乱打しながら地響きのような鬨ときの声をあげた。

  　利根川の河水の引き入れ口は、利根川方向に延びた人工堤の終着点、白川戸の地からおよそ十キロ上流の江え原ばら（深ふか谷や市江原）の土手である。荒川は、人工堤と荒川の接点である久下の地からおよそ四キロ上流の石原（熊谷市石原）の土手であった。

  　三成は、二つの河川の土手に大量の火薬を仕掛けていた。二つの河川の土手に待機していた兵たちは、人工堤から発せられる鉦と鬨の声を合図に、一斉に火薬に火を点じた。地響きをともなう爆音とともに土手は跡形もなく吹っ飛び、利根川と荒川の河水は一挙に流れを変えて、忍城目指してどっとあふれ出た。それはもはや河水という生なま易やさしいものではなく、まったくの怒ど濤とうであった。

  

  　そのとき、柴崎和泉守は長野口にいた。

  　守り口にいたのは和泉だけではない。水攻めが城内周知のことになったとはいえ、敵がいつ攻め寄せてくるかわからない。このため各守り口の部将は、兵を従えて城門を守り続けていた。

  （きやがったか）

  　和泉は突如湧わき起った鬨の声に反応し、とっさに城門を開け放って城外を見渡した。長野口の城門は、利根川の上流に向いている。

  　和泉が鬼のごとき面相をさらに怒らせたときである。

  　鬨が止やみ、一瞬の静寂が訪れた。

  　静寂の中で和泉は、風の流れが急に変わり、夏に似合わぬ涼しげな風が吹き寄せてくるのを感じた。

  　和泉は目を凝らした。

  　と同時に、地鳴りのような音が小さくきこえ、かなたに津波のような濁流がみえた。

  「逃げろ」

  　和泉は大声で叫んだ。

  　各守り口の部将たちは、ほとんど同時に本丸への避難を命じた。本丸がもっとも地勢が高い。逃げるとすれば、この本丸しかない。

  　下忍口の靱負も馬に飛び乗るなり、

  「本丸へ逃げよ」

  　と命じながら、足弱の老兵を馬上に引き上げた。

  　佐間口の丹波も同様である。

  「御お館やかただろうがなんだろうが上がってかまわん。本丸を目指せ」

  　馬上で下知した。

  　地鳴りはどんどん強さを増してくる。佐間口の兵たちは、先を争って大手門へと駆けた。

  　丹波は馬を飛ばした。各守り口をまわってから本丸に急行するつもりだ。

  　忍城のうち、最初に水攻めに襲われたのは、長野口である。

  　城兵はすでに避難して無人であったが、怒濤は城門を押し破り、どっと城下町へと突入した。城下町を突き進む十数メートル幅の濁流は、どんどん高さを増し、わずかの間に町家の屋根を吞み込む勢いだ。

  　濁流は城下町を駆け抜け、無人となった佐間口の内側に達すると、城門をこじ開けて鉄砲水のごとく城外へと噴出した。

  

  「来るぞ」

  　人工堤の上の三成が叫んだ。

  　忍城を洗い流した河水が幾層もの波を先頭にして、三成にも押し寄せてくる。

  「流されてもわしは知らんからな」

  　轟音の中、吉継がにやりと笑いながら三成をおちょくると、三成も不敵に微笑み返した。

  　怒濤が七里の人工堤に次々と激突した。瞬間、長大な堤に一斉に激震が走った。激突した大波は飛沫となって砕け、三成に襲い掛かった。そしてその瞬間、三成は天下人と同化した。

  （これからぞ）

  　三成は飛沫に耐えながら、忍城を睨んだ。

  　この男の計算は巧こう緻ちである。

  　ほぼ半円状に建設した人工堤の中心に、忍城が位置するよう仕組んでいたのだ。

  　人工堤に激突した怒濤のごとき河水は、一斉に反転して忍城に集中した。その集中波は、さらなる高さをもって、再び忍城に襲い掛かった。

  

  　諸門をまわって無事を確認した丹波が、第一波をまぬがれた二の丸の森で、本丸に向かうべく馬を飛ばしていたのはこのころである。背後から、姿はみえないが、迫りくる轟音が聞こえた。

  （二波目がくるのか）

  　後ろをふり向いた丹波が、馬速を上げるべく再び前方を向くと、珍しいものを発見した。

  　走る明嶺である。

  （これは）

  　丹波は目を輝かせた。

  　もとより高齢の明嶺が、ほとんど死にかけながらばたばたと腿ももを上げ下げしている。

  「和尚も走るのか」

  　丹波は追いつくと馬上から声をかけた。

  「つまらんことをいってないで乗せろ」

  「その元気なら本丸までいけるな」

  　丹波はあっさりそういい残すと、罵ば声せいを浴びせる明嶺を残してさっさと駆け過ぎていった。

  　さらに馬を飛ばすと、二人の母子が走っている。

  （握り飯をよこしたあの幼子か）

  　ちどりとその母のちよである。

  「嬢」

  　丹波が叫ぶと、幼子は駆けながら後ろを振り向いた。

  「おっ母かあを乗せてくれ」

  　母親は母親で「この娘を」と、悲鳴をあげている。

  「泣かせるね」

  　丹波は小さく笑うと、両の腿で馬腹を締め上げ、馬上で腰を固定した。さらに大きく上体を横に倒すと、両腕で母子をわしづかみにして一気に馬上へと引き上げた。

  「お先に」

  　靱負が、そんな丹波を追い越していく。靱負も諸門をまわってきたのだろう。老兵と相乗りしながら、さらに、老兵を数人乗せた別の馬も引いて先を急いでいる。

  　地鳴りのような大音響が強さを増す中、丹波は本丸の島と二の丸の島とをつなぐ橋の手前にたどりついた。だが、そこでは人々が群れをなしていた。

  「どうした」

  　先に着いている靱負に叫びながら問うた。

  「本丸が満杯なんです」

  　人々の群れは争って橋を渡ろうとしているが、先がつかえてとうてい本丸にたどりつけそうにもない。

  「館に入れば、なんとか四千は納まるはずだぞ」

  　という丹波の後から、和泉も馬を飛ばして駆けつけてきた。

  「二の丸が沈むぞ」

  　和泉が怒鳴った。この子だくさんの巨漢は、子供ばかりを救出している。それも馬の背に乗せるだけでなく、甲冑のあらゆる箇所にしがみつかせ、小脇にまで子供をかかえていた。

  　子供たちは、軍馬の速さに狂喜してきゃっきゃと歓声をあげている。

  「こら、おめえたち。大人しくしねえか」

  　和泉は巨体のあちこちで大暴れする子供たちを[image: ]りつけるが一向に効果はない。

  （こいつも諸門を回っていたのか）

  　丹波は意外に感じながらも、「逃げ遅れた者はおらんか」と問うた。

  　和泉はぐらぐらと子供たちに身体を揺らされながら、「あれで終わりだ」と後方を指差した。

  　後方からやってきたのは、明嶺である。

  「こら正木の餓鬼大将、早う本丸に上げんか」

  　半はん死し半はん生しようになりながらやっといい終えたが、本丸に隙間がなければどうにもならない。

  （どういうことだ）

  　丹波は嚇かっとなりながら、橋の先に立つ本丸の城門を見上げた。

  

  　実際、丹波らが二の丸で立ち往生していたとき、本丸の敷地内はすでに満杯であった。御殿の玄関前にも人があふれている。だが、御殿に足を踏み入れようとする百姓は誰一人としていなかった。

  「百姓だろうとかまわん。館に上がれ」

  　甲斐姫などは、玄関前に立って、そう促したが、百姓の群れが動くことはない。

  　それも道理であった。なにしろ、百年間も忍領を支配した成田家の御殿なのである。当時の百姓たちにとって御殿に昇ることは、神殿に足を踏み入れるに等しかった。

  「御館に上がれ」

  　成田家の家臣も声を嗄からしてわめいていたが、百姓らは互いに顔を見合わせて一向に入るようすはない。

  　そこに姿をあらわしたのが、この火か急きゆうの場合にも動作ののろい大男である。

  　長親は玄関前に出るなり、甲斐姫の両腋に手を入れると、意外な膂りよ力りよくでこの小娘をひょいと持ち上げた。

  （えっ）

  　似合わぬ羞しゆう恥ちに顔を真っ赤にして、甲斐姫は大人しく宙に身体を浮かせたままにした。

  「皆そのまんまでな」

  　長親は甲斐姫を持ち上げたまま、百姓たちに向かっていたずらっぽく笑った。

  「履はき物ものを脱いではならんからな」

  　ともいう。

  　百姓らがけげんな顔で長親の足元をみると、こののろまは、すでに裸足はだしで地面に立っていた。

  （あっ）

  　甲斐姫はようやく気付いた。

  　百姓たちの足元をみれば、そのいずれもが泥でい土どで汚れきっていた。それに比べて自分の足はどうか。汚れひとつなかった。

  　甲斐姫は、宙に浮きながらとっさに履物を脱ぎ捨てた。と同時に地面に落された。

  「わしら二人だけが土足なんていったら、また丹波の奴に[image: ]られるからな」

  　長親はそういうと、大真ま面じ目めな顔をつくってみせた。

  　その顔に応ずるように、百姓どもはいたずらっぽく笑う。その横で、甲斐姫は急いで自らの足に泥をつけた。ついでに長親の足にもなすりつけた。

  　何すんだ、という表情で、長親は甲斐姫を見下ろしたが、再び百姓たちに目を向けると、

  「それっ」

  　と、大喝して御殿の中に駆け込んだ。百姓たちも一斉に駆け出し、どっと御殿に乱入した。

  （見事、百姓らを館に上げた）

  　御殿の廊下を駆ける甲斐姫は、長親の頓とん知ちに感嘆しながらこの大男の横顔を熱く見つめた。

  　だがその途端に、感嘆するのをやめた。

  　百姓たちに追い越されながらばたばたと駆ける長親の横顔は、どうみても土足で御殿を走りまわるという未知の体験に歓喜する小僧のような顔にしかみえなかったからである。

  　本丸御殿に百姓たちが吸収されるに従い、ようやく二の丸の群れが動いた。人々の群れはどんどん橋を渡り、本丸へと吸い込まれていく。

  「先に行け」

  　丹波は怒鳴りながら、群衆を追い立てた。

  「殺す気か」

  　明嶺がそういい捨てながら、橋を渡っていく。

  「早う行かれよ」

  　丹波が明嶺に小さく笑いながらいったとき、第二波の先駆けが二の丸に達した。

  　丹波は小さな波を浴びた。残っていた靱負と和泉も水飛沫を浴びた。この期ごにおいても子供たちは歓声をあげている。

  　丹波がとっさに後方の三の丸をみると、巨大な濁流が木々に激突しながら急迫してくる。

  「急げ」

  　丹波は吠えた。

  　丹波らが本丸に入り、城門が閉じられた直後、二の丸を沈めた津波のごとき河水が本丸を襲った。怒濤は土塁を洗って城門にも激突したが、本丸の敷地だけはかろうじて救われた。

  

  （──こんな城攻めがあっていいのか）

  　人工堤から身を乗り出して目撃した忍城の惨状に、かぞうは目を覆いたくなった。

  　人工堤に囲まれた忍城周辺の風景が一変し、一面の湖が出現していた。忍城は、本丸を残してそのことごとくが水没している。ところどころ水面から木々が突き出している箇所が、二の丸や三の丸のあったところなのだろう。

  （ちよやちどりは無事か）

  　かぞうは今さらながらに、自らの加担した城攻めに戦慄していた。

  「お前の田もあの水の下か」

  　ひでえことしやがるな、と古河からきたという痩せた百姓が同情のつもりできいてきた。

  　痩せ男のいう通り、下忍村の田も、住んでいた百姓家も、濁流に吞み込まれてしまった。

  （ちがう）

  「悪いのはな、あの城の侍どもじゃ」

  　かぞうは百姓をにらみつけると、おもわず怒鳴り声を上げていた。

  「あの侍どもが大人しく降参しておれば、こんな目にはあわんかったんじゃ」

  　戦慄を振り切るようにそう叫んだ。

  

  　本丸のちよは、かぞうのいる人工堤を怯おびえながらみつめていた。ちよの近くにいた百姓なども、「みろ、まるで湖じゃ」とおもわず声を上げ、城外の光景に圧倒されている。

  　ちよとちどりの元にやってきて無事を知らせたたへえは、再会を喜ぶ幼いちどりの頭をなでながら別のことを懸念していた。

  　──戦さえなければ。

  　そんな気分が百姓たちの間にすでに蔓まん延えんしつつあるのを、たへえは敏感に感じ取っていた。

  　三成が敢かん行こうした水攻めはまず、百姓たちの士気を挫くじいたのである。

  

  　当の三成は、人工堤の上でずぶ濡れになりながら、長年の目的を達した者が感じる興奮の絶頂にいた。

  （さあ、どう出る。忍しのぶの城のつわものどもよ）

  　三成は、好敵手に対して王手をさした棋士のごとく、湖上に頼りなく浮かぶ忍城を凝視した。
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  　夜になった。

  　丹たん波ばは、本丸御殿の廊下を納なん戸どへと向かっていた。御殿の中は、夏の熱気と人の体温とで息をするのも疎うとましいほどである。各部屋の仕切りであるはずの襖ふすまはすべて取り払われ、部屋という部屋には士分の者から百姓までが、隙すき間まなく座り込んでいる。人々の群れは廊下にもあふれ出しており、丹波が足の踏み場にも躊ちゆう躇ちよするほどだ。

  　女はすすり泣き、男は場所の取り合いで喧けん嘩かしている。そんな光景に丹波は、城方がすでに万策尽きていることを思い知らされた。民たみの気分はうつろい易やすい。開戦時にはあれほどの侠きよう気きをみせた百姓どもが、いまはそのいずれもが恨めしげな表情を隠そうともしない。

  （緒しよ戦せんの勝利からわずか数日で逆転された）

  　突き刺すような視線を全身に浴びながら、丹波は重臣たちが詰める納戸の戸を開けた。

  「どうにもならん」

  　丹波はどかりと胡あ坐ぐらをかいた。

  「ああ、緒戦の勝ちを忘れ、水攻めを喰くらってわずか半日で家臣どもも百姓も士気を消し飛ばされてるぜ」

  　和泉いずみがしきりに[image: ]ひげをこすりながらいう。

  「田ですよ、田」

  　指摘するのは靱ゆき負えである。田を沈められた怒りが敵よりもむしろ我らに向いているのだ、という。

  （その通りだ）

  　丹波が廊下を歩いていて、すでに感じていたことだ。

  「これをやられちゃな、手も足も出ねえ」

  　和泉が両手を膝ひざにたたきつけた。

  （まさに手も足も出ん）

  　丹波は夜の城外をみたが、人工堤つつみの随所に湖上を照らすかがり火が焚たかれ、城方の夜や襲しゆうはほとんど不可能であった。さらにはこの間にも、利根川と荒川から河水が途切れることなく流れ込んでいるはずである。

  「水かさは今も増すばかりじゃ。この分では明日には本丸も危ないやも知れぬ」

  　丹波がそういって口をつぐむと、一同も言葉を発するのをやめた。そして一様に同じことを考えた。

  　──降伏か。

  　そのことは、開戦を宣言し、総大将の位置にある長なが親ちかが決めることだ。

  　丹波は、奥まったところに座したまま無言でいる長親に、するどい視線を向けた。

  （どうするのだ）

  　目で問うた。

  「わしは降くだらんぞ」

  　長親はつぶやいた。

  「ならばこの水攻めをどう破る」

  「水攻めは破れるよ」

  　長親はこともなげにいう。

  （まだいいやがるか）

  　これには丹波も激怒した。

  　まるで長親が「空を飛べます」とぬけぬけといったかのように聞こえた。

  　夜襲も不可能ならば、どう人工堤を切る。そもそも戦いくさに不慣れの長親が思いつくぐらいの秘策なら、重臣の誰かが考え付くはずではないか。

  「ならばどう破ると申すのだ」

  「破るはたやすいよ」

  　長親は再びつぶやくと、それっきり押し黙ってしまった。

  　ここで、ようやく丹波は気付いた。

  　水攻め以来、半日で長親の顔つきが変わっていることに、である。

  　降伏を峻しゆん拒きよする言葉とは裏腹に、この大男は明らかに戦う意欲をなくしていた。

  （田を沈めたからだ）

  　丹波はそう推測した。

  　百姓たちの田を沈めた。その責めを馬鹿者なりに感じているのだろう。

  （そんなこと初めからわかっていたことだろうが）

  　丹波は、胸ぐらをつかんでそう怒鳴り上げたかった。

  （戦になれば、百姓どもは戦せん禍かを免まぬがれることはできぬ。そんなことは初めから、重臣はおろか、百姓領民までもが織り込み済みのことではないか）

  　だが、これほどの事態をだれが予想できたであろう。

  （この男は未み曾ぞ有うの戦禍に圧倒されつつある）

  　丹波は、長親の心しん中ちゆうをそう察した。

  （だとすれば）

  　丹波は再び長親の顔をみた。

  　──秘策はあるのだ。

  　この男の変化が、百姓へのすまなさから来るものとみるならば、長親の言葉通り水攻めを破る策はあるのだ。

  （何をすればいいのだ）

  　丹波が心中でそう長親に問いかけたとき、兵が納戸に飛び込んできた。

  「本丸門前に屍し骸がいが流れ着いてござりまする」

  　それをきいて、とっさに立ち上がったのは長親である。丹波がみたこともないような勢いで、納戸を飛び出した。

  

  　長親に続いて丹波ら重臣が本丸の門前に駆けつけたときには、すでに御殿からあふれた者どもが群がっていた。

  　本丸の城門には、かつて二の丸につながる橋が架かっていた。そこには、沈んだ橋の代わりに一艘そうの小舟が浮かんでいた。

  　中には男女の屍骸が横たわっている。

  　ふたりとも斬きり殺されていた。着衣からして百姓のようだ。

  　丹波が目をみはったのは、屍骸にではない。百姓らしき男の屍骸が握り締めた小刀に、である。

  「あの脇わき差ざし、おのれの差さし料りようじゃな」

  　丹波は皆に悟られぬよう、小さく長親に訊きいた。

  「降ると申すので、わしが与えた」

  　長親も小さく答えた。すでに顔色が変わっている。

  「みすみす城外へと逃がしたというのか」

  　丹波は小声で、しかし語気鋭く長親を問い詰めた。

  　長親はうなずき、

  「わしが甘かった」

  　と、しゃがみ込んだ。

  「野郎ども、降った女を斬りやがんのか」

  　長親の言葉をききつけた和泉などは、怒気を発している。

  　──城にいる者は皆殺しにする。

  　攻城軍が発する無言の宣言を、皆が戦せん慄りつをもって聴いた。

  　長親は勢いよく立ち上がり、屍骸に背をむけると、足早に御殿へと向かった。そして小走りに追ってくる丹波に、

  「わしは水攻めを破る」

  　と、ふり向きもせずいった。

  　丹波は長親を追い越し、立ちふさがった。

  「だから、どう破るというのだ」

  　長親は足を止め、

  「わしは悪人になる」

  　正面を見据えたままいった。その顔は、おもわず丹波が後ずさりするほど残忍な顔に変わっていた。

  

  　翌朝、日が昇ると、長親は家臣らに命じて次の物を用意させた。

  　笛。

  　小こ鼓づつみ。

  　太たい鼓こ。

  　編びん木ざさら。

  　これらの楽器をありったけ用意させた。

  　幸い百姓らは、田植の神事に用いるこれらの楽器を城内に持ち込んでおり、楽器は山のように積み上がった。また、演奏する人数や、田植歌を歌う女も揃そろえさせ、さらには城に常備した水運用の小舟も、あるだけ本丸門前にずらりと並べさせた。

  「なにをする気だ」

  　お前もこい、と長親にいわれた丹波は、そう問い返した。

  　長親は直ひた垂たれを着込んで、烏え帽ぼ子しをかぶり、田た植うえ田でん楽がくの踊り手そのものの格好である。

  「なんだ。みてわからんのか」

  　長親は、丹波の顔をからかうような調子でのぞき込んだ。

  「田楽さ」

  　愉快でたまらんとでもいうように、玄関に向かった。

  　──のぼう様が、舟の上で田でん楽がく踊おどりをなされるらしい。

  　水攻めに恐怖しきっていた百姓らは、おもわぬ余よ興きように一時に沸いた。百姓らをはじめ侍どもも、長親の一芸を見物しようと、土ど塁るいの際きわにどっと集まった。

  　百姓らがみると、用意された数十艘の小舟に楽器ごと分かれ、田植歌を歌う女たちも数艘に分乗していた。丹波と和泉は同じ舟に乗り、長親が乗った小舟に従うようすだ。長親だけは、漕こぎ手と二人きりである。

  　靱負は城に残るよう命じられていた。この若者も、歓声を上げる百姓らに混じって長親のようすを土塁から見下ろしていたが、心中それどころではなかった。

  　靱負の横に、甲斐姫があらわれたのだ。

  「何かとおもえば、踊りですか。何考えてんだろ城代は」

  　靱負は、動揺を隠しながら奇妙な船団に呆あきれ顔を向けた。

  「──」

  　甲斐姫は押し黙ったまま、真顔でいた。長親の命の危険を予感するかのように。

  「いざ、丸墓山へ。者ども続け」

  　長親はそんな甲斐姫の不安をよそに、陽気に下げ知ちした。

  　鳴なり物ものもにぎやかに、奇妙な船団は水面を滑りはじめた。
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  　三成は、この城方の異変を初めいぶかしげに観望していたが、その全容が明らかになるにつれ、手を打って喝かつ采さいし、諸将を丸墓山に集めた。

  「何の騒ぎじゃ、あれは」

  　諸将とともに丸墓山にやってきた吉継が三成にそうきいたころには、二万を超す寄せ手の兵どもも人工堤にのぼり、大騒ぎしながら近付いてくる船団に何事かと注目していた。

  「ますます面白き奴らじゃ」

  　三成は、うれしげな顔を吉継に向けた。

  「水攻めなど平気だと言いたいのじゃよ」

  　そういうと、好奇の目を再び船団に向けた。

  

  　船団の中では、和泉がぼやいている。

  「田楽踊で兵の士気を高めようってか。城代らしいぜ」

  （そんなことだったのか）

  　丹波も大いに落胆していた。

  　たしかに兵どもの士気は上がったかにみえる。

  　だが、

  （士気が上がったところで堤は破れんぞ）

  　丹波が先をゆく長親の背にそう無言で問いかけたとき、長親がこちらをふり返った。

  「丹波、舟を止めよ」

  「その場で止まれ」丹波が後方に続く船団に命じると、船団は城と丸墓山の中間辺りで止まった。

  「丹波よ」

  　長親は後方にはきこえぬほどの小声で呼びかけると、

  「あとは頼んだぞ」

  　微笑を向けた。そして、ついてくるなと命ずるや、一艘のみで人工堤に舟を進めていった。

  「頼むってなにをだよ」

  　和泉が解げせぬ顔で丹波にきく。

  （違うのか）

  　丹波は自問していた。

  　兵どもの士気を上げるが狙ねらいではないのか。

  

  　丸墓山の三成たちは、一艘の小舟がどんどん近付いてくるのを注視していた。

  　小舟には、直垂をまとった男が乗っている。顔は判別できないものの、ここからみても雲を突くような大男であることがわかった。

  （何者だ）

  　三成は、大いに興味を持った。

  　小舟は、船団と人工堤の中央辺りで動きを止めた。

  　大男は、舟が止まるなり、崖がけのように切り立った人工堤に群がる敵兵どもに向かって、とびきり陽気に大だい音おん声じようで口上を述べた。

  「さあ上かみ方がた勢の皆々様、これよりお目にかけるは忍おし城じよう下かに四百年の永ながきに伝わる田楽踊じゃ。水攻め戦のつれづれに、おのおの存分にお楽しみあれ」

  　両腕を大きく広げて人工堤を見渡した。

  　戦国時代は、一面、戦に浪ロ漫マンを求めた時代でもあった。名のある者同士の一騎打うちを兵どもは手を休めて観戦したし、勇敢な敵に飛とび道どう具ぐを用いることは卑ひ怯きようとして控えることもしばしばあった。

  　いま、寄せ手の兵どもの前で繰り広げられつつある長親の豪ごう胆たんな振舞いは、彼らの心を大いに揺さ振った。その口上が終わるなり、二万を超す人工堤の兵どもは一斉に喝采の声を上げた。それはまるで、大地が叫びを上げたかのような激しさである。

  

  「せえの」

  　大喝采の中、長親は後方の楽器隊と唱歌隊に向かって掛け声をかけた。

  　楽器の律動に乗って田植歌が始まった。

  　長親は舟の上で器用に足をさばき、踊る。その一手ごとに敵兵は、どよめきのような歓声を上げた。

  　長親は、足をすべらせくるりと人工堤に背を向け、漕ぎ手に向き直った。

  　その瞬間である。

  　長親の陽気な笑顔が、氷のような表情に急変した。

  「もっと近付け」

  　冷酷にそう命じた。

  

  　かぞうも人工堤から顔を出して、大男の踊りをみつめていた。

  　大男を乗せた小舟は、人工堤へとさらに近付いてくる。

  　──あれは、

  　かぞうは驚嘆した。ここでようやく小舟の人物に気付いた。

  　──のぼう様じゃ。

  　そこは、かぞうも戦国に生きる男であった。長親の度外れた行動に、自然と微笑ほほえんでしまう自分をおさえることができない。

  「なんと豪気な」

  　丸墓山では、三成が感嘆の声を上げていた。

  「正家、みよ」

  　三成は、遅れて到着した正家の肩を抱かんばかりにして、小舟の大男がみえる位置までうながした。

  「二万の敵を前に田楽踊とは。いずれ名のある武者であろう。だれぞ城下の百姓でもつかまえてきいてまいれ」

  　まるで自分のことのように、三成は自慢げに叫んだ。

  　だが正家は、小舟の大男の正体を知っていた。大男を目撃するなり、みるみる顔から血の気が引き、蒼そう白はくになった。

  「百姓など連れてくる必要はない」

  　白昼に夢幻をみたかのごとく、うわ言のようにつぶやいた。

  「なに」

  　三成は、臘ろうのようになった正家の顔をいぶかしげにみつめた。

  「百姓など連れてくる必要はない。名のある武者どころか、あの田楽を踊る男こそ、成田家総大将、成田長親じゃ」

  　悪夢の中にいる者のごとく、正家はわめいた。

  「──なんだと」

  　三成だけではない。吉継も諸将も一斉に身を乗り出して長親を凝視した。

  　目を凝こらせば大男の顔がわずかに判別できた。見れば大胆にも、喝采を受けるのに飽あいた熟練の演者のごとく、余裕の笑みさえ浮かべている。

  　丸墓山の一同は、一様に声を失った。

  （──これをどうすべきか）

  　三成は一転して深刻な表情を浮かべ、自らの足元をみつめて考えた。

  　敵の総大将は間近だ。鉄砲で討ち取るのは、掌たなごころの卵を握りつぶすほどに容易である。

  　そのときだった。この小男のもとに、水攻めを敗北に誘う運命的な書状が舞い込んだのは。

  「関白殿下より御使者が来着してござりまする」

  　丸墓山にのぼってきた三成の家臣が、秀吉からの使者を導いた。

  　使者から手渡された書状を一読するなり、三成の顔色が変わった。

  「どうした」

  　吉継はそんな三成を見逃さない。

  「殿下がお出ましになる」

  　三成は、すでに激していた。

  「水攻め見物にお出ましになる」

  　吉継に書状を渡しながら、低く言葉を継いだ。

  



  
    ３
  


  

  　のちのことだが、秀ひで吉よしは、上うえ杉すぎ景かげ勝かつ、前まえ田だ利とし家いえらに宛あてた書状で、三成の水攻めを見物にいく旨むねを述べている。三成には、前もってその意向を示したに過ぎない。秀吉にすれば、単に激励のつもりだったのだろう。

  　だが、三成はそうはおもわなかった。

  （殿下がくる前に無理にでも落城させねば）

  　そう考えた。

  　この三成の考えを、秀吉に対するおもねりと考えては正確ではない。

  　三成は、秀吉の弟子を自認する男である。弟子として、秀吉を落胆させたくはなかった。それと同時に三成は、秀吉を才覚の上での競争相手であるとも考えていた。その三成が、秀吉の見物の前に無理にでも忍城を落そうとするのは、ごく自然なことであった。

  　吉継は内心舌を打った。

  　──殿下、余計なことを。

  　この男は、三成のそんな気分を知り尽くしていた。人の心の機き微びに達した秀吉が、なぜこんな致命的な過あやまちを犯したのか、吉継は後々になって考えてもわからなかった。

  　案の定、三成は魔が差したとしかおもえない下知を発している。

  「雑さい賀かの鉄砲上手がおったな。あれをつれて来い」

  　三成はそう、家臣に命じたのだ。

  　雑賀党は、五年前に秀吉の軍門に降くだった紀き州しゆう（現在の和歌山県）の鉄砲傭よう兵へい集団ともいうべき一党である。三成は秀吉にとくに請うて、現在でいうところの狙そ撃げき兵を借り受けていた。この鉄砲上手ならば、舟上の大男を間違いなく撃ち殺すであろう。

  「待て、それはならん」

  　吉継は三成の下知をきくと、とっさに大声を上げた。吉継には、舟上の成田長親を撃ち殺すことで引き起される窮地が察知できた。

  「あの者を討ってみろ。敵はどういう挙に出てくるかわからんぞ」

  「うるさい」

  　三成は、長親を凝視したまま拒絶した。

  　三成は他人に意見を求めることがなく、また求める必要もない男であったが、吉継の意見には耳を傾けた。しかし、どういうわけかその助言のほとんどを、この忍城攻めでは拒み続けた。

  　喝采はどんどん大きさを増し、人工堤にこだました。いま、この戦場は、長親という一人の男を中心に一体となり、敵も味方も同じ男に賞賛の声を上げていた。

  

  「呆れたね。敵味方を瞬時にまとめ上げちゃったよ」

  　そうぼやく靱負の横で、甲斐姫が最初に気付いた。

  「あいつ死ぬ気だ」

  　おもわず声を上げた。

  　舟上の丹波も、長親の狙いにようやく気付いた。

  「弔とむらい合戦に持ち込む気だ」

  「弔い合戦だと」

  　和泉が問い返した。

  「おのれが撃たれ、死ぬことで、兵どもを死し兵へいと化そうとしておるのだ」

  　丹波は、もはや怒気を発しながらそう答えた。

  「総大将が討たれれば、戦どころか皆開城を望むようになるじゃねえか」

  「わからんか」

  　丹波は、土塁の上で喝采を上げる百姓や家臣たちを指差した。

  「長親の名をきけば百姓どもは笑いだしたであろう。兵どもが長親をみつめるまなざしを見たであろう。皆好いておるのだあの馬鹿を。そのような者が討たれれば、我が兵どもは、どう出るとおもう」

  　丹波の叫びをきいて、和泉もようやく真顔になった。

  　領民らが赤子のごとくおもう長親が敵に討たれれば、この者たちは復ふく讐しゆうの鬼と化し、命を捨てた死兵と化すだろう。命をかえりみぬ兵どもは、人工湖を泳ぎ渡ってでも敵陣に突入する。そしてその決死の突入は、城方におもわぬ戦機をもたらすに違いない。

  （だとすれば、あの馬鹿者は人を人とも思うておらぬ）

  　丹波は寒気すらおぼえた。

  　水攻めを喰らい、忍城が絶体絶命の危地に追い込まれたとき、長親は立ち上がった。だが水攻めを破るという秘策は、他人をおもいのままに操る、悪魔のような策謀であった。

  「あの馬鹿は、領民どもの思いを重々承知でこんな策に出おった。あれほどの悪人はおらんぞ」

  　丹波はそう叫ぶと、漕ぎ手に命じた。

  「舟を出せ。あいつを止める」

  

  　雑賀の鉄砲上手が丸墓山にやってくるや三成は歩み寄り、断固とした調子で命じた。

  「あの者を討ち取れ」

  　雑賀の者は「御ぎよ意い」と陰気に答えると、さっそく弾たま籠ごめをはじめた。

  　吉継は焦あせった。

  「このまま対陣しておれば充分勝てる。お前は待っておりさえすればよいのだ」

  　懇願するように、三成に詰め寄った。

  　吉継以外の諸将には、吉継の焦りの理由がわからない。

  　正家などは、

  「総大将を討ち取れば、戦は終わりではないか」

  　賢さかしらげに言葉を発している。

  （この馬鹿が）

  　吉継は怒気を発した。

  「戦を知らぬおのれは黙っておれ」

  　普段は余裕をもってことに接するこの男が、声を荒らげて正家を罵ば倒とうした。

  　吉継には、成田長親の正体が充分に理解できた。

  （希き代だいの将しよう器きじゃ）

  　そう見抜いた。

  「みろ、兵どもをみろ。敵も味方もあの者に魅みせられておる。明らかに将器じゃ。下へ手たに手を出せば、窮地に立たされるは我らの方じゃぞ」

  　吉継はそう三成を説得しながら、舟上の長親を改めてみて、ぎょっとなった。

  　長親の踊りが変わっていた。

  　田遊びといわれる年初に行う神事に、踊りは移行していた。田遊びは、一年間の米作りのようすを踊りにしたてて神社で催すが、長親が何より好きなのがこれであった。

  　長親の踊りは、ちょうど秋の収穫期の踊りにさしかかっていた。秋の踊りは、豊作を祈願して男女の性交を模した、とてつもなく卑ひ猥わいなものである。

  　長親は、着ていたくくり袴ばかまの前を器用にはだけると、言語に絶する卑猥な腰つきを、二万の観客に見せ付けた。

  　人工堤の兵たちの盛り上がりは最高潮に達し、どっと笑いが爆発した。

  　だが、吉継は怖おぞ気け立つおもいでいた。

  （なんという奴だ）

  　吉継は、長親の踊りが馬鹿げていればいるだけ、大男の恐ろしさがじりじりと身に迫ってくるのを感じた。

  「まだか」

  　三成は、最高潮に達した大歓声の中、狙撃兵を鋭く[image: ]しつ咤たした。

  　ようやく弾籠めを終えた狙撃兵が「されば」と、長親に銃口を向ける。距離は五十間けん（約九十メートル）程度だ。この鉄砲上手にとっては、造ぞう作さもない距離であった。

  「待て」

  　吉継はとっさに狙撃兵を制止し、三成に叫んだ。

  「考え直せ、わからんのか。あの城の者どもは、古いにしえより血で血を洗う無数の戦場で生き残った兵つわものどもの末まつ裔えいなのだぞ。親討たれれば、子はその屍しかばねを乗り越え戦い続ける坂東武者の血が、侍どもはおろか、百姓どもの隅ずみにまで流れておるのだ」

  　この忍城の者たちも、長親が死ねばその屍を乗り越え、猟犬のごとく寄せ手に襲い掛かるに違いない。

  　土塁の上で、歓声を上げる百姓たちも。

  　深刻な顔で長親をみつめる甲斐姫も、そして靱負も。

  　舟上で、漕ぎ手を[image: ]咤する丹波や和泉も。

  　そのいずれもが、死兵と化して、舎しや利りになるまで戦い続けるに違いない。

  「考え直せ。このままあの男を城に帰すのだ」

  　吉継は、三成の両肩をつかみ上げてそう怒鳴った。

  　それでも三成は考えを改めなかった。

  「早はよう撃たんか」

  　吉継の手を振り切ると、とまどう狙撃兵を怒鳴りつけた。

  「は」

  　狙撃兵は急ぎ狙いを定める。

  「やめろ」

  　吉継は狙撃兵に飛び掛かるや、その鉄砲を取り上げようとした。

  「刑ぎよう部ぶを押えろ」

  　三成は下知した。すぐさま兵どもが殺到し、このうるさい抗議者を組み伏せた。

  「離さんか」

  　吉継は四し肢しをもがいたが、動けるものではない。

  （もはや、あれをいうしかない）

  　吉継はとっさに意を決した。

  「聞け治部少」

  　目を怒らせ、首だけをもたげた。

  「成田家はすでに降っておる。城主の成田氏長は、殿下に内通の意を示しておるのだ。お前は戦わずともいずれ勝てる」

  　叫んだ。

  　三成は一瞬呆ぼう然ぜんとなった。

  　だが、それでも三成は決意を翻ひるがえさなかった。いや、むしろその一言が、三成の決意を後押しした。

  「撃て」

  　三成は小さく命じた。

  　そしてこの瞬間、水攻めは破られることが確実となった。

  「やめろ」という吉継の怒声の中、狙撃兵は舟上の大男に狙いを定めた。

  　舟上で踊る大きな的は、背を向けている。

  　だが、的がこちらをふり向いた瞬間、狙撃兵は息が止まるほどに驚きよう愕がくした。

  　ふり向いた的は、明らかに銃口を認め、微笑を浮かべたのだ。

  　狙撃兵は、驚愕したまま引き金を引いた。絞り込むように引くべきところを、とっさに強く握るように勢いよく引いてしまった。

  　湖上に銃声が響いた。

  　狙撃兵の動揺にもかかわらず、弾丸は的に向かって一直線に飛び、命中した。大男は巨体を浮かせて舟外へと吹っ飛び、大げさな飛沫しぶきを立てて湖に沈んでいった。

  

  「長親」

  　丹波は叫び、船端を蹴けった。

  　土塁の上でも、長親の名を叫びながら、甲斐姫が湖へと飛び込んでいた。

  「姫」

  　当然、靱負も飛び込まざるを得ない。

  　丹波が長親の落下したあたりに泳ぎ着くと、大男は脂肪の多い身体からだのせいか、ぶかりと浮き上がってきた。

  「長親」

  　丹波は仰向けになって、長親の頭を胸の上で支えながら大声で呼んだ。

  　長親は生きていた。

  　目を覚ますと、丹波を仰ぎみた。小さく笑みを浮かべ、再び気を失った。

  「馬鹿野郎」

  　丹波はまた叫んだ。

  

  　一発の銃声で、人工堤の兵たちは瞬時にして静まり返った。

  　兵たちは、いまだ夢幻の世界にいる者のような面おも持もちで、ぼんやりと湖上の光景をながめていた。

  　魔法をかけた大男は、術を解いて湖上に浮かんでいる。

  　──そういえば戦だった。

  　ようやく意識を取り戻したときには、うんざりしたような気分が、寄せ手の兵たちを覆おおいつくしていた。

  　丸墓山では、諸将が見守る中、三成が無言で山をおりていくところだった。

  「離せ」

  　吉継は、押えていた兵らを振りほどくと、去っていく三成の後ろ姿に目をやった。

  「これでこの戦、泥沼となったぞ」

  　吉継はその背に、小さくつぶやいた。

  　人工堤にいたかぞうは、丸墓山を見上げていた。山からは、小男が兵数人をともなっておりてきている。

  （あのときのあいつか）

  　かぞうは、怒りの目を向けていることに自分でも気付いていなかった。
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  　長親は気を失ったまま城へと運ばれ、奥の一室に寝かされた。

  「生涯腕が上がらぬやも知れぬな」

  　和泉が気を失った長親をみつめながらそういうと、丹波も無言でうなずいた。

  　狙撃兵の動揺で致命傷は避けられたものの、長親は肩を撃ち砕かれていたのだ。

  　丹波は、甲斐姫に目をやった。

  　甲斐姫は、身じろぎもせず長親の枕ちん頭とうに座したままでいる。大男が目覚めなければ死ぬまで座り続ける。そんな石のような座り方だった。

  　甲斐姫の横にいる継母の珠たまも、夜具の傍そばで長親をみつめていた。珠はこんなときにも、さしたることもないかのように冷厳と座していた。

  （この奥方も妙なお人だ）

  　丹波が小さく興きようざめするような気分でいたときだった。

  「長親」

  　甲斐姫が鋭く叫んだ。

  　目覚めた長親は、甲斐姫には答えず、丹波をみとめて小さく笑うと起き上がろうとした。

  「そのままでおれ」

  　丹波が押し留とどめると、長親は再び横になりながら、

  「城の皆はどうしてる」

  　ぬけぬけときいた。

  （なにをいっていやがる）

  　丹波は、この善悪定かならぬ男を心中でののしった。

  　というのも、忍城の籠ろう城じよう兵へいたちは、長親が狙撃されるや騒然となり、手もつけられない有様なのだ。士気が上がるどころか、ほとんど半狂乱で突出を叫んでいる。いま、奥の部屋に丹波と和泉しかいないのも、重臣らがこれを抑えるため手分けしているからであった。

  「馬鹿な奴だ。兵も百姓も上方討つべしと騒いでおるわ」

  　丹波は苦い顔を作ってみせ、長親の目をじっとみつめた。

  「──おのれの狙い通りにな」

  　長親は何もいわない。ただ、ことさらに表情を消して、丹波の視線に応こたえた。

  「狙い通りだと。何のことだ」

  　甲斐姫は聞き逃さなかった。

  「うむ」

  　丹波は言葉を濁にごさざるを得ない。

  　長親が死兵を作りあげるために自らの命を捨てにいったなど、甲斐姫に対して言えるものではなかった。第一、長親はそんな意図を一切洩もらしてはいない。すべては丹波の推測に過ぎなかった。

  　だが、のちに丹波は、このときの自分の推測が誤りであったと知る。なぜなら、この長親の秘策によって、丹波も予期せぬ事態が引き起されたからである。

  「長親、どういうことだ」

  　甲斐姫は本人に問うた。

  　代わって和泉が答えた。

  「城代が撃たれて死にゃ、兵どもが死兵に変わると田楽踊をやったんじゃ」

  　そっぽを向いて[image: ]をさわさわといじりつついった。

  　──悪い予感とはこのことだったか。

  　甲斐姫は戦慄した。甲斐姫にとっての長親は、こんな度外れたことをさらりとやってのける男だった。そうはわかっていてもこの小娘は、「まことか長親」と詰め寄っていた。

  　だが、長親は、

  「いやあ」

  　などと、答えにもならぬ返事をし、挙あげ句くにへらへらしているではないか。

  「なにがいやあじゃ、この馬鹿者」

  　甲斐姫はそう叫ぶと、長親に飛び掛かって馬乗りになった。

  「士気を上げるため、お前は死ぬつもりだったのか」

  　わめきながら長親の首を絞め上げた。

  「姫、苦しい」

  　長親は、負傷者らしく弱々しげに苦痛を訴えるが、逆上した甲斐姫の耳に入るはずもない。

  （なんてことをする）

  　丹波はとっさに甲斐姫の後方から突進するや、その両肩をつかんで引きはがそうとした。

  　丹波は右手で、甲斐姫の右肩をつかんだ。だが次の瞬間、

  （──右肩がない）

  　丹波は虚こ空くうをつかんだかのごとく感じ、とっさに手をさらに下方に伸ばした。しかし、甲斐姫の肩に触れられはするものの、その肩はまるで水面に浮いた葉のごとく、ずぶずぶと下に沈んでいく。丹波はさらに下方に手を伸ばさざるを得なくなった。

  　丹波は体たいを崩した。

  （しまった）

  　丹波が舌打ちした瞬間、左手でしっかりとつかんでいた甲斐姫の左肩が、わずかに上方に動いた。

  （やられた）

  　丹波はつかみかかった勢いのまま、仰向けに床へと叩たたきつけられた。

  　この間、一瞬である。

  「和泉助けろ、体術を使うぞ」

  　小娘相手に、丹波は和泉に加勢を求めていた。

  「おう」

  　和泉も勇みだって立ち上がり、甲斐姫の肩につかみかかったが、その瞬間、手もなく床に叩きつけられた。巨体ゆえに、その衝撃は丹波以上であった。

  　丹波からみると、甲斐姫はわずかに身体を揺さ振っただけである。にもかかわらず和泉は、自ら仰向けになるように床へと叩きつけられている。甲斐姫の手は、長親を絞め上げたまま一切動いていない。

  （おのれ）

  　丹波はさらに勢いを増して甲斐姫につかみかかったが、一拍のちには一度目以上の衝撃に耐えながら天井をみていた。さらに一拍おいて、その頭上を和泉が飛び過ぎていく。

  　珠は、飛び交う四十男を眺めながら、上品にホホと笑った。

  

  　丹波と和泉が奥の一室で翻ほん弄ろうされている間、靱負は半狂乱の兵たちを静めねばならなかった。

  「なぜ打って出ぬ。のぼう様が撃たれたのじゃぞ。弔い合戦じゃ」

  　ある百姓などは、靱負の胸ぐらをつかまんばかりの勢いでわめいている。

  「だから死んでなどいません。手傷ですって」

  　靱負が何度いってもわからない。兵たちは、「舟で城を抜け、夜や襲しゆうを掛けようぞ」などとどんどん話を進めている。

  「駄目ですよ。わずか数十艘に何人が乗れるっていうんですか」

  「なら我らだけで行こう」

  　一同は力強くうなずいた。

  「駄目ですって、困ったなあもう」

  　そう靱負が頭を抱えてしまったとき、

  「静まりなされ」

  　老人のしわがれた声がきこえた。

  　下忍村の乙おと名な、たへえである。

  「村の水すい練れん上手を三人放った」

  　たへえは一同に名乗ると、そう明かした。すでに三人は半はん刻とき前に城を泳ぎ出たという。

  「もはや堤にたどり着くころじゃろう。この者どもが堤を崩す」

  

  　水練上手の三人は、湖上に止とどまっていた。

  　そのはずである。三成の軍勢は、湖上にぐんと突き出す形でかがり火を焚いて湖を照らしながら、城からの舟での夜襲を警戒していたのだ。

  （これでは近付くことすらできぬ）

  　水練上手の三人は、すでに望みを断ちつつあった。

  　三人の前方でかがり火に浮かび上がる人工堤の上には、数間おきに哨しよう兵へいが置かれ、湖を監視している。

  　だが、哨兵たちが監視すべき真の敵は、湖からは来なかった。

  　かがり火も哨兵も、そのことごとくが湖を向く中、明かりの届かぬ人工堤のある一箇所。

  　そこに、人一人が入れるぐらいの穴がぽっかりと開いていた。穴の周辺は兵舎もまばらで、これを見み咎とがめる者はいなかった。

  「ちきしょう、ちきしょう」

  　穴の中では、一人の男が小さく叫びながら、力任せに土俵を引き抜いている。

  　下忍村のかぞうであった。

  「おい」

  　外からかぞうに呼びかける声がきこえた。

  　かぞうはあやうく息が止まりそうになりながら、作業を止めて穴の外に出た。すると、暗闇の中に見知った顔がずらりと並んでいた。かぞうと同様に、城に籠こもるのを拒んだ者たちである。

  「下忍村のかぞうじゃねえか」

  　その中の一人がいった。

  「なんじゃ、持もち田だ村の留とめか。何しにきた」

  　かぞうが怒ったようにいうと、留と呼ばれた男は当然のように答えた。

  「これを崩しにきたんだよ、決まってんだろ。あの野郎ども、のぼう様に手え出しやがって。佐間村、長野村からも加勢にきたわ」

  「なら手伝え」かぞうは無愛想に穴に戻ろうとする。

  「崩れはせぬか」留は恐ろしげにきく。

  　事実、穴の天井からは、ぱらぱらと土が絶えず降り落ちてきているのだ。

  「なら入るな」

  　かぞうは留を[image: ]しかりつけると、辺りにたまった土と土俵の残ざん骸がいを始末するよういいつけて、再び穴へと戻っていった。

  「ちきしょう」

  　穴に戻ったかぞうは、腰縄に差した小刀を抜いて、土俵に穴を開けた。中の土をいくらか抜いた上で、土俵ごと引き抜くのである。引き抜いた土俵と土は、後ろから恐る恐る続いた留たちが、穴の外へと運び出していく。

  「上方の野郎どもみてやがれ。よくものぼうの奴を撃ちやがったな。目にものみせてくれるからそう思え」

  　かぞうの目からは、涙さえ噴き出している。

  　かぞうはすべてを知っていた。妻のちよの仇あだを討ったのが甲斐姫であることも。甲斐姫の窮地を救ったのが長親であることも。ちよには何の罪もなく、罪あるならば、それは自分にあることも。

  　そして長親が狙撃された瞬間、かぞうの心は動いた。ようやくこの男は、自分が他の百姓と同じく、長親に魅せられていることを認めた。

  （──やってやる）

  　かぞうは日が沈むと同時に人工堤に突進した。そして土俵をつかむなり、自分でも驚くような力でそれを一気に引き抜き始めたのだ。

  「いけそうか」

  　留が穴の外から窺うかがうようにきいてきた。

  「うるっせえな」

  　そう、かぞうが怒鳴り返したときである。

  　土俵の間から、勢いよく水が噴き出した。そして次の瞬間、水は一気に勢いを増し、かぞうの身体を穴の外へとはじき飛ばした。

  　仰ぎよう天てんしたのは、外にいた留たちだ。

  「逃げろ」

  　叫ぶなり一散に逃げ去った。かぞうも後を追って足あ掻がくように駆けた。

  　水の噴出する音に、人工堤の上にいる哨兵が気付かぬはずはない。

  「なんだ」

  　音の方を向くと、逃げ散る人影がみえた。

  　しかし、「おい」と叫んだ言葉が、この哨兵の発した最期の言葉となった。

  　哨兵の立った人工堤の一帯が、一挙に崩れ落ちたのだ。同時に大量の湖水が、寄せ手の諸陣に襲い掛かった。
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  　──忍城水みず責ぜめ石田失策の事。

  　小田原戦を記した史料に、かならずといっていいほど登場する、三成生涯痛恨の大失策は、このとき起った。

  「陣じん屋や六十、七十軒押し流され、上方勢水に落ちて死する者二百七十余人」

  『改正三河後風土記』には、人工堤決壊による寄せ手の被害がこう記されている。

  　反徳川の象徴的存在である三成の忍城攻めに関する史料は、そのほとんどが江戸期に入ってから書かれたものである。このため、これら史料の書き手たちは、人工堤決壊の事実をもって三成愚ぐ将しようの証拠とし、不当なまでにこの男を罵ば倒とうした。

  　かぞうらが決壊させたのは、現在の地名で、行田市堤根、鴻巣市袋の中間地点である。三成が本ほん陣じんを敷いた丸墓山からは、南方三キロに位置した。このため、洪水はまず、三成の本陣に襲い掛かった。多量の湖水は怒ど濤とうとなって、たち並ぶ兵舎を次々になぎ倒し、逃げまどう兵どもを一気に吞のみ込んだ。

  　湖上にいた水練上手の三人も、異変に気付いた。湖水の流れが人工堤に向かいはじめている。堤の上の敵兵どもも、大声でわめき合っていた。

  　──堤が崩れた。

  　三人はとっさに向きを変え、水音も激しく忍城へと必死の勢いで泳いだ。

  　三成は天変地異をおもわせる轟ごう音おんに、目を覚まして陣屋を飛び出した。

  　みると、かなたの堤が崩れ、大量の湖水がどっと流れ出している。さらには逃げ惑う兵を吞み込みながら、こちらへと向かってくるではないか。

  「丸墓山へ」

  　三成はとっさに叫んだ。

  　忍城に襲い掛かったはずの怒濤は、いまや寄せ手にとって最大の敵になっていた。

  　三成は、湖水に追い立てられながら、丸墓山の斜面を駆けのぼった。

  　頂上にたどりついて、息も絶え絶えに後ろをふり返ると、津波のような洪水は三成のほとんど足元で砕け、飛沫を上げた。続いていたはずの兵は、引き波のごとき水の手に、たちまちひきずり込まれていった。

  「くっ」

  　おもわず三成は目を背そむけた。

  　丸墓山は、すでに避難した兵たちで満杯だった。

  　ようやく辺りに目を配った三成がみると、古墳群の他の小山にも兵たちが群がっていた。真っ黒な水のうねりの中に点在する小山から悲鳴がきこえてくる。急速に規模を増す洪水は、小山の頂いただきにどんどん迫ってきていた。人工堤は、決壊した部分から次々に自壊を始め、流れ出す湖水は時を追うごとに勢いを増していたのである。

  

  「治部少は」

  　吉継は陣屋から飛び出し、馬に飛び乗った。この男は、丸墓山から北方一キロ程度の、長野（現在の行田市長野）の人工堤近くに布陣していた。

  「水の勢い激しく、とうてい総大将の本陣には近付けませぬ」

  　三成の無事を確認するため発した家臣が馬上で叫んだ。

  　家臣にいわれるまでもない。洪水の上げる咆ほう哮こうは、吉継の陣にも強さを増しながら響きわたっている。

  「逃げよ」

  　吉継は大声で命じた。

  

  　かぞうは、無事であった。他の百姓たちとともに、人工堤にしがみついていた。

  　足元の激流を、寄せ手の兵たちが断だん末まつ魔まの叫びを上げながら次々に流されていく。

  「えらいことになった。見つかったら首を刎はねられるどころじゃすまんぞ」

  　かぞうの真横で、堤にしがみついていた留が震え声を上げた。

  　かぞうも、いまになって自分のしでかしたことに恐れおののいていた。しきりにうなずきながら、傍はた目めにみてもわかるほどに身体を震わせている。

  

  　人工堤決壊す、の報に忍城内は一時に騒然となった。

  「水が退ひいていくぞ」

  　御殿の外にいた百姓が叫びながら城内を走り廻まわり、それをきいた兵から女子供までが玄関へと殺到した。

  　その報は、奥の一室で長親の枕頭に座している丹波たちの耳にも届いた。

  「まことか」

  　報をきくや和泉は声を上げ、部屋を飛び出した。甲斐姫も弾はじかれたように立ち上がり、和泉に続いた。

  　とっさに丹波は長親をみた。だが、この大男は報をきいても一切表情を変えることがなかった。

  （──これか）

  　丹波は、ようやく理解した。

  （こいつがあんな暴挙に出たのは、死兵を作り上げるためなどではない）

  　──城外の領民を突き動かすことこそが、この馬鹿の狙いだったのだ。

  「長親これか、水攻めを破るとはこのことだったか」

  　丹波は、横になったままの大男に詰め寄った。

  　部屋には長親と丹波以外、誰もいない。

  　長親は、丹波に目を向けると僅わずかに笑みを浮かべた。

  　そして、

  「城外の百姓の皆も我らが味方よ。当たり前のことではないか」

  　と、静かにいった。

  　自らの策謀を明かしたのである。

  　──こんな男をこそ。

  　丹波は戦慄しながら、自身が予感し続けてきた長親の将器を思った。

  （こんな男をこそ、名将というのか）

  　おもえば名将とは、人に対する度外れた甘さを持ち、それに起因する巨大な人気を得、それでいながら人智の及ばぬ悪謀を秘めた者のことをいうのではなかったか。

  　丹波は、少年のころから長親を見続けてきて、今日ほどこの大男を恐れたことはない。

  （やはりそうだったのだ）

  　俺の考えに間違いはなかった。丹波にすれば、長親は名将たる証あかしを自らの前でみせたのだ。

  「士気を上げるが狙いではなかったか」

  　気付けば丹波は喜び勇んで叫んでいた。

  「わしとて気付かなんだぞ」

  　いい捨てるや、部屋を飛び出した。

  

  　丹波が駆けつけたときには、本丸の城門は兵や百姓らでいっぱいであった。

  　丹波は人の群れを掻かき分けて、すでにいる靱負や和泉、甲斐姫に並んだ。門外を望むと、水位はみるみる下がり、二の丸とをつないでいた橋が浮上しつつある。

  （やったのだ）

  　丹波がそう思ううち、靱負が、

  「この爺じい様の村の者が、湖を泳ぎ渡って堤を壊したんです」

  　と、ひとりの老人を示した。

  （この男は）

  　丹波は老人に見覚えがある。籠城を拒んだ下忍村の乙名たへえだ。

  「その節はご無礼し申した」

  　たへえは土下座さえしている。丹波の戦場での働きを目撃したたへえにすれば、生きた心地もしない。

  「よい。ようやってくれたな」

  　丹波は優しげに声をかけたが、心中別のことをおもっていた。

  （城内の者が、堤を破壊したのではない）

  　丹波は、城に対する寄せ手の厳重な警戒ぶりを知っている。湖を泳ぎ渡ることなどとうてい不可能なはずである。

  　そんなとき、丹波たちのところに、城から放った水練上手の三人が百姓らに支えられてやってきた。

  「ようやってくれた。これで城も救われたぞ」

  　たへえは、そう三人をねぎらったが、彼らは、

  「違う」

  　と、かぶりを振った。

  　訊くと、たどりつく前に堤は決壊していた、という。

  「他の誰かが堤を切ったんだ」

  　水練上手の一人は、呼吸を整えながらそう明かした。

  「なら一体誰の仕し業わざだ」

  　和泉は首をひねった。百姓らにも見当はつかない。

  「味方よ、城外の。誰かは知らぬがな」

  　丹波は高らかにいい放った。知らぬといえば、丹波は、堤を切ったのが誰の仕業か生涯知ることはなかった。

  「はあ」

  　たへえは身を小さくした。

  　水練上手が堤を切ったのではないと知り、たへえは身の置き場もないほどに恥じ入った。この老人が、堤を切ったのが息子だと知ったのは随分あとのことである。

  　そこに、城外から轟音が響いてきた。とっさに丹波たちが土塁の上に駆け上がって城外をみると、かなたの人工堤のあちこちで、爆発の火花が散っている。

  （くるぞ）

  　丹波は、火花をにらんだ。

  「自ら堤を壊し、水を抜いておる。攻めてくるぞ。水が退き、諸門があらわになり次第、持場に戻れ」

  　城兵たちは、士気を新たにしていた。その場にいた者たちは丹波に向き直ると、一斉に「応」と叫んだ。

  

  　三成は、爆発音の鳴り響くなか、避難した丸墓山から忍城をみつめ続けていた。

  　朝焼けの中、忍城は不滅の要よう塞さいのごとくゆっくりと浮上し、再びその雄姿を現しつつある。

  「治部少、無事か」

  　吉継がずぶ濡ぬれになりながら、家臣を引き連れ山を駆けのぼってきた。

  「ああ」

  　三成は城に目を向けたまま返事をすると、横に並んだ吉継につぶやいた。

  「浮き城か。殿下の仰おおせの通りであったな」

  「佐さ吉きちよ」

  　吉継はあえて三成を初しよ名めいで呼んだ。成田家の内通を隠し続けてきたことを謝罪するつもりである。

  　吉継が言葉を継ごうとしたとき、

  「いいさ」

  　三成は初めて吉継に顔を向けた。

  「奴らは名実ともに敵よ。わしは緒戦、水攻めともに敗れた。それだけのことだ」

  　三成にとっては、成田家が内通していようがいまいが、今さらどうでもよいことであった。

  （命に換えても勝利すべき敵である）

  　この小男は、水攻めが失敗に終わったいまでも、不屈の闘志を燃やし続けていた。

  「それにしても」

  　やがて吉継は、険けわしい顔で湖水を噴き出す人工堤に目をやった。

  「なぜ堤が崩れたのだ」

  　堤の厚みが足りなかったのか。いや、備中高松と同規模の堤は、充分湖水に耐えうるはずだ。堤の崩壊前、泳ぎ去る者をみたとの目撃談もきいていたが、あの警戒の中で堤を切るなど考えられないことだ。

  　ならば何ゆえ堤は切れた──。

  　吉継は、三成とともに黙して考え続けた。

  　兵に連行された数人の百姓が、丸墓山にやってきたのはそんなときである。

  「お前は」

  　一度みた顔を忘れる三成ではない。百姓の一人を認めるなり、けげんな顔をした。かぞうと名乗った、あの百姓ではないか。

  「この者ども、堤を破った旨、白状してござりまする」

  「まことか」

  　吉継がかぞうに迫ると、兵は、「申し上げんか」と、この大惨事の主犯を突き飛ばした。

  　かぞうはしばらく下を向いていた。だが、やがて昂こう然ぜんと顔を上げた。

  「のぼうを撃たれ、田を駄目にされた百姓が、黙っておるとおもうたか。ざまあみやがれ」

  　殴られて腫はれ上がった顔に怒気をみなぎらせ、憤然といい放ったのである。

  　かぞうの言葉に一同は仰天した。しかし、吉継を含めた一同が怒りのあまり絶句する中、三成だけは成田家総大将をおもっていた。

  （これだったか）

  　──あの大男が自ら的になったは、この百姓に対する命懸けの叫びを上げるためだったのだ。

  「吉継これか。これがお前の止めたわけか」

  　三成は、吉継に視線を送ったが、吉継とてこんな事態を予測したわけではない。

  「これが成田長親の策か」

  　三成は叫んだ。

  　──成田長親が水攻めを破ったのだ。

  　三成は心中でうめいた。成田長親の謀略と、百姓どもの勇敢さに、である。

  （あの男のためなら、百姓どもは死をもいとわず報復に出るというのか）

  　戦国の男は勇敢な者を愛する。三成とて、その例外ではなかった。

  「この者どもを放て。利に転ばぬ者がここにおったわ」

  　それだけいうと、かぞうたちに背を向けた。

  （勝ってやる）

  　二万の軍勢を破り、水攻めまでをも打ち砕いた、巨大な敵を必ず打ち破る。

  「水がはけ次第、総攻撃をかけると全軍に伝えよ」

  　三成は大声で下知を飛ばした。

  



  
    ６
  


  

  　小田原城に籠った成田氏長の身に、危険が迫っていた。

  　竹の鼻口を守っていた氏長の陣所に、「本丸へ参るべし」と、氏政からの使いが再三に亘わたってやってきていたのだ。

  （内通がばれたか）

  　氏長は当初、病気と申し立てて陣じん所しよから動かなかった。だが四度目の使者として氏政の侍医、田村安あん栖せいがきた際、覚悟を決めた。

  「承知した」

  　家臣らが止めるのも聞かず、弟泰高に後を頼むと、数人の家臣のみを連れて陣所を出た。

  　氏長の懸念は当たっていた。

  「これをみよ」

  　北条家五代目当主氏直は、氏長がひとり本丸大広間で平へい伏ふくするなり、一通の書状を放り投げたのだ。

  　氏長は読まずとも承知している。自らが山やま中なか長なが俊としに送った密書である。

  　上段の間で、息子氏直に並んでいた氏政は、

  「成田殿が猿面郎に送った密書だという。昨夜、寄せ手の徳川殿から届けられた。まことではあるまい」

  　器量の大きさを示そうというのか、ことさらに微笑んでいう。

  　氏長は窮地に追い込まれた。

  　しかし、丹波が十人並みの男とみた氏長も、ここにおよんで男をみせた。

  「さらさら偽いつわりに候そうらわず」

  『改正三河後風土記』によると、氏長はそう答えたという。

  「お怒り深きこともっともにて、某それがしもすでに覚悟してござれば、早々に我が首をお刎はね下され」

  　静かな調子でそういうと、わずかに頭こうべを垂れた。

  「おのれ申したな」

  　氏直は激げつ昂こうした。きぃっと鳴るような甲かん高だかい声を上げながら、勢いよく立ち上がった。氏直の金切り声を合図に、討うつ手ての人にん数ずがどっと広間に乱入した。

  　氏長は膝に手を置いたまま、そっと目を伏せた。

  　そこに、ときならぬ鯨げい波はが、城外から鳴り響いた。

  「待て」

  　氏直は、耳をつんざく鬨ときの声に討手を制止すると、明かり障しよう子じを開けて城外を見渡した。

  　氏直からみえる笠かさ懸がけ山は、色とりどりの旌せい旗きが生みだす秋の紅葉を依然続けている。

  　氏直がけげんな顔で紅葉を眺めるうち、笠懸山の諸陣で数万挺ちようはあるかというほどの鉄砲が一斉に撃ち放たれた。

  　弾が城に届くはずはない。

  　──コッチヲミロ。

  　一斉射撃は、小田原城の者たちをそう誘っていた。

  

  「北条の者どもよ、みておるか」

  　秀吉は笠懸山の頂上で、木々の間から小田原城を観望しながらそう大声でわめいていた。

  　その背後には、五層の天主がそびえ立っている。のちの呼称で石いし垣がき山やま一いち夜や城じようが完成し、秀吉は本陣を移したのだ。

  　この日、天正十八年六月二十六日である。

  　小田原城の氏直からは、五層の天主はみえない。山の杉林が、これをさえぎっていたからである。

  「時をたがえるな。一斉に切り倒せ」

  　秀吉はそう叫ぶと、「せいの」と大音声で自ら号令をかけた。

  　これを合図に、山の斜面にいた兵たちが一斉に杉の幹に斧おのを叩き込んだ。やがて杉が傾くや、兵たちは頂上へと駆け上がった。

  　遮しや蔽へいとなっていた木々が轟音とともに次々と倒れていった。たちこめる土煙が晴れ、やがて開けた視界の先に、小田原城があらわれた。

  「どうだ」

  　秀吉は狂喜した。

  

  「──なんと」

  　氏直は二の句が継げない。

  　小田原城からは、突如城が出現したかにみえたのだ。

  　氏長を討つはずの者どもも、言葉を失っている。

  　氏直の横に駆け寄った氏政も絶句していたが、ようやく、

  「一夜城じゃ」

  　呆然と言葉を発した。

  　信長の家臣であった若き猿面郎が、かつて美み濃のの国くに（岐阜県南部）墨すの俣またで出現させた一夜城を、ここでも現実のものとしてみせたのだ。

  　だが規模は比べるべくもない。墨俣一夜城が砦とりで程度の規模のものだったのに対し、いま氏政の目に映る一夜城は、本丸、二の丸に複数の曲くる輪わを備えた、天下人の大要塞であった。

  「違う、木に紙を渡して城壁にみせておるだけじゃ」

  　氏直は悪夢を振り払うかのように、悲鳴のような声を上げた。

  　この氏直の見方は、江戸期にも一部で信じられた。『関かん八はつ州しゆう古こ戦せん録ろく』もこれを採用しているが、誤りである。現在、「石垣山一夜城歴史公園」として残る城跡にいけばわかる。野づら積みの石垣や、本丸、二の丸の削さく平へい地ちが現存しており、この城が歴れつきとした要塞だったことが容易に知れるはずだ。

  　氏長も、そんな氏直の誤りに気付いている。

  「関白がそんな小細工をするはずがない。本物じゃ」

  　むしろ氏直を気の毒がるような調子でつぶやいた。

  

  「みたか」

  　秀吉は一夜城で大騒ぎを続けている。興奮すると、小便がしたくなった。行儀の悪い男である。その場で立小便した。

  　このときだったという、秀吉が、徳川家康に、北条家の領地である関八州への移い封ほうを伝えたのは。小田原落城が間近であると確信したのだ。

  「関八州は貴客に差し上げる」

  　秀吉はいやがる家康を立小便につきあわせ、そんなふうに伝えた。この二日後には、江戸に城を築くことまで家康に指示した。

  

  　依然、小田原城の氏政は一夜城に目を奪われたままである。

  　氏長は、放心したまま立ちつくすこの親子から距離をとろうと身動きした。討手の者どもがそれを見逃すはずはない。一斉に刀の柄つかに手をかけた。

  「よせ」

  　鋭く命じたのは氏政である。

  「去りたい者には去らせるがよい」

  　そういうと、再び一夜城に目を向けた。

  　氏長は、しばらくの間、哀れな親子の背をみつめていたが、

  「長らく世話になり申した」

  　一礼すると、大広間を静かに出ていった。

  「相手が悪すぎた」

  　氏政は、一夜城をみつめたまま、去っていく氏長の足音を背中できいていた。

  

  「まずいぜ、定じよう石せきを打つ気だ」

  　忍城では、長野口の和泉が、吉継の陣をみて目を怒らせた。三成は、二度目の総攻撃をかけようとしていたのだ。

  　和泉がみると、敵先せん鋒ぽうのことごとくが、人工堤に使った土俵を担かついでいる。

  「田を埋め尽くす気だ」

  　深田が城を囲んでいるのは、忍城だけではない。そうした場合、田圃に埋うめ草くさを突っ込みながら進軍するのが常じよう套とう手段であった。三成は、これを土つち俵だわらで実施するよう全軍に指示したのだ。

  　和泉のいう「定石」とはこれである。

  　それだけではない。

  　寄せ手の軍勢がその数を増していた。秀吉が援軍を寄よ越こしたのだ。

  　忍城から南東三十キロの岩いわ槻つき城を落した、浅あさ野の長なが政まさ、木村常陸介ひたちのすけらの軍勢一万余が、寄せ手の陣に馳はせつけていた。浅野は長野口を攻める吉継に、木村は下忍口を攻める三成に、それぞれ加わった。

  　息を吹き返した寄せ手の大軍は、線ではなく面となって、一斉に土塁の際へと襲い掛かるはずである。

  

  「防ぎきれんぞ、これは」

  　下忍口の靱負は、三成の陣を睨にらみつけた。

  「始めよ」

  　馬上の三成が中ちゆう軍ぐんで下知するなり、一斉に先鋒の兵が土俵を深田に叩き込んだ。

  　叩き込んだ兵は後方にまわり、二列目の兵がまたも土俵を放り込む。

  （これで勝てる）

  　三成はいささかも手を緩めるつもりはない。もはや一切の油断もなく、大軍の物量を活いかして力攻めに攻める。そして大勝をおさめた上で小田原に凱がい旋せんし、成田家の内通を隠した秀吉を、大いに非難するつもりであった。

  　下忍口の田は、みるみる土俵に蹂じゆう躙りんされていった。

  

  　佐間口でも、馬上の丹波が険しい顔で、迫る正家の大軍を凝視していた。

  　丹波の視界いっぱいに、敵の軍勢が津波のごとく迫ってくる。

  「深田の壁なければ、到底防ぎきれませぬ」

  　丹波の横にいた騎馬武者が叫んだ。

  「もはやこれまでじゃ。打って出ましょうぞ」

  　たへえが槍やりをぐいとかざした。この老人は、興奮しきって生も死も忘れたかのようなまなざしを、丹波に向けてきた。

  　それをきいた丹波は、嚇かっと目を見開くと朱槍を一いつ閃せんして、たへえの槍の柄えを叩き切った。

  「戦なんぞつまらぬことで死んではならん」

  　丹波はたへえに槍を突きつけると、そう大だい喝かつした。

  （恐ろしや）

  　丹波は、自らを囲む百姓や武者どもをぐるりと見回し、背筋が寒くなる思いであった。たへえだけではない。すべての兵どもが瞳に狂気を宿している。必至の敗北を認めたとき、ここにいる全員が死を選んだのだ。

  　──戦いくさが怖い。

  　かつて長親にそう洩らした丹波は、目の前の光景がいかに邪悪なものであるか、骨身に滲しみる思いであった。

  　丹波は、最後の下知を飛ばした。

  「百姓どもは持田口より落ちよ。士分の者は、命に換えてもこの者どもを守れ」

  　持田口は、緒戦のときに三成が軍勢を配置せず、逃走を誘った城門である。そこからなら、逃げる手立てがあるかも知れない。

  「今さら何を言うのじゃ」

  　たへえは狂気の目のまま丹波に迫った。

  　──すべてあいつのせいだ。

  　丹波は戦慄した。あの大男の将器が、この百姓どもを狂わせている。

  「戦で命を落すなど、馬鹿なことをしてはならん。長親なんぞに心を酔わせ、命を捨てるなど馬鹿者のなすことじゃ」

  　丹波は怒鳴った。

  　佐間口の一同は絶句した。

  「さっさと行け」

  　丹波は朱槍を横殴りに振って、いやがる一同を本丸のさらに向こう側にある持田口へと追い払った。

  　だが、たへえは丹波の次なる動きをみて、不審におもわざるを得なかった。

  　丹波は馬ば首しゆを巡らすと、一同とは反対に、佐間口の城門へと馬を進めていったのだ。

  「何ゆえじゃ。ならば何ゆえ正木様は敵に向かわれる」

  　たへえは、丹波の背に向かって怒鳴り上げた。

  「わしか」

  　丹波はゆっくりと首をひねり、たへえを見据えた。

  　丹波は知っていた。あの大男にもっとも魅せられているのは、自分自身を措おいてほかにないことを。

  「わしがその馬鹿者だからよ」

  　にやりと笑うと、どっと城外へと馬を駆った。

  

  「出たぞ、単騎じゃ」

  　丹波が突出するなり、先鋒の足軽大将が叫び声を上げた。

  　中軍にいた正家も、その声に馬上で伸び上がりながら城門の方をみた。

  「──あの朱槍」

  　もはや正家にとって、忘れようにも忘れられない名である。

  「正木丹波じゃ」

  　正家は、悲鳴を上げた。

  　一直線にあぜ道を駆ける丹波は、朱槍を引き構えた。不思議とこのときは、槍をくるりと回すことはなかった。

  　漆しつ黒こくの魔人が迫ってくる。先鋒の兵たちには、それが触れれば即座に死を意味する、巨大な暗黒そのものにみえた。

  　丹波は嚇っと目を怒らせるや、獣けもののごとく咆哮した。その大音声に、佐間口の寄せ手四千が一時に動揺した。とりわけ丹波が駆けるあぜ道付近の兵のうろたえぶりはひどく、土俵を放り出して後方へと一斉に逃げ散った。一直線だった寄せ手の先鋒は、丹波を避けることで、ぐにゃりと曲がった。

  （また負ける）

  　正家は恐怖のために、顔からみるみる血の気が引いていくのがわかった。

  「敵は一騎じゃ。何を恐れる」

  　そうわめくものの、悲鳴となるのをどうしようもない。

  　丹波の咆哮が極に達した。逃げる敵陣に槍を入れようとしたそのとき、

  「双方待たれよ、待たれよ」

  　大声でわめきながら、一騎の騎馬武者が、丹波の目前に立ちはだかった。

  

  （何事だ）

  　丹波はとっさに手た綱づなを引いて、馬を急停止させた。

  『成田系図』によると、この騎馬武者、秀吉の随身で、神谷備びん後ごの守かみという者である。男は両腕を大きく広げ、城方、寄せ手いずれにとっても驚愕すべき一報をもたらした。

  「この先の戦は無用。小田原城は七月五日、落城致した」

  （──なんだと）

  　丹波は絶句した。

  　小田原落城を知らせるべく発せられた使者は、忍城の八つの城門にほぼ同時に駆けつけていた。

  　長野口にも使者は乱入した。

  　怒号をあげて、命知らずの腹心ともども敵陣に突進する和泉の前に立ちはだかったのは、氏長とともに小田原籠城に加わった、松岡石いわ見みという成田家の家臣である。

  「御お屋や形かた様はご無事じゃ。忍城は速やかに開城せよとの仰せにござる」

  　松岡は必死の形相で訴えた。

  　下忍口に攻め寄せる三成と、守将の靱負との間にも、小田原からの使者は割って入った。

  「双方槍を収め、城方は関白殿下の軍使を受けられよ」

  　使者は高々と叫んだ。

  「支城に先駆け、本ほん城じようが落ちおったか」

  　三成は、うめいた。

  　使者は秀吉から発せられている。こうなった以上、三成は城方の意向が示されるのを待つほかはない。

  　丹波は、佐間口の使者である神谷から氏長直筆の書状を受け取り、本丸へと馬を飛ばした。本丸奥の一室で長々と横たわる長親に知らせねばならない。

  

  　丹波が奥の一室に入ると、すでに諸将が待っていた。夜具の上で半身を起した長親を囲むように、ずらりと深刻な顔を並べている。甲斐姫と珠もいた。

  　和泉は、長野口に使者としてきた成田家家か中ちゆうの松岡石見を城内に連れてきていた。

  「御屋形様はご無事にござる」

  　松岡は、長野口で伝えたことを諸将にも報告した。

  　松岡がいうには、氏長は小田原落城まで城内にとどまり、落城と同時に山中長俊を頼って石垣山の秀吉本陣に赴き、黄金一千両を条件に助命を約束されたという。

  「長親よ」

  　丹波が口を開き、ついで氏長直筆の書状をみせた。

  　書状には、当初から氏長が口がすっぱくなるほどいっていた「開城せよ」との内容が、流麗な文面で記されている。

  　長親は書状をみたが、時候のあいさつが書かれた手紙をながめるがごとく一切顔色を変えるようすはない。

  　丹波は長親に訴えた。

  「もはや是ぜ非ひもない。小田原が落城した今、天下は関白の手中に落ちた。このまま戦を続ければ、忍城は天下の兵を敵に回すことになる。兵、百姓ともに皆殺しになるぞ」

  　丹波の言葉に諸将はうなずいた。靱負も小さくうなずいている。和泉がめずらしく顔を伏せたままなのは、同意を意味していた。

  　一同は知らなかったが、秀吉は忍城攻略のために、さらなる援軍も用意していた。小田原落城の翌日には、関東の諸城を攻略していた前田利家と上杉景勝の軍勢に、忍城へ急行するよう命じていたのだ。

  「よいな、長親」

  　丹波は大男に念を押した。

  　だが、長親の将器を認めた丹波も、この馬鹿の返答には激昂せざるを得なかった。

  「まだ戦は終わってないじゃないか」

  　長親は、ぽつりとそういったのだ。

  「たわけたことを申すな」

  　丹波はいつもの通り、大男を怒鳴りつけねばならなかった。

  

  　半刻後、丹波は下忍口に向かっていた。総大将の石田三成に、戦続行か否いなかを返答するためである。

  　丹波が馬上のまま城門を出ると、およそ六千の寄せ手が一斉に固かた唾ずを吞んだ。

  　丹波は、寄せ手の大軍を静かに見渡した。やがて息を大きく吸い込むと、

  「我が忍城は、開城に決した。されば寄せ手の方々は、速やかに軍使を立てられよ」

  　その瞬間、寄せ手の兵たちはどっと歓声を上げた。

  　──負けた。

  　肩を落したのは三成である。

  　この小男を襲ったのは、兵たちの歓声とは裏腹の敗北感であった。

  　大軍でもって攻め寄せては負け、必勝を確約するはずの水攻めまでもが破られた。

  （負けたのだ）

  　開城するとはいえ、三成にとっては敗戦そのものであった。

  　負けた。

  　そうおもった瞬間、三成の中に、勃然と湧わき起った思いがある。

  （あの男に会いたい）

  　俺を破った、あの大男に会いたい。

  　三成は焦こがれる者のごとく、成田長親に会うことを切に望んだ。


  


   終

  



  
    １
  


  

  　他の諸書にはあまりみられないことだが、『成田記』には、石田三成が自身で忍おし城じように入り、成田長なが親ちかから城を受け取ったとの記述がある。

  　寄せ手の総大将が城を受け取るなど、普通は考えられないことだ。残党が城内に残っていて、襲い掛かるとも限らないからである。そんなことは配下の者に任せればいい。

  　正家も、そんな三成に不満である。不満どころか、この小こ才さい子しにとって忍城は、思い出すのも屈辱の忌き避ひすべき場所でさえあった。

  「開城に決したとはいえ、敵の城に総大将自ら乗り込むなど、わしは感心せんぞ」

  　忍城の大手門を通って、ぬかるんだ湖上の一本道を馬で進みながら、正家はこぼした。

  　三成は、開城に当たっての条件を詰める、軍使として入城すると言ってきかないのだ。それもわずかの供回りの人にん数ずを率いただけで忍城にいくという。

  　三成は正家に返事もしない。大手門を過ぎるとみえてくる本丸に目を向けていた。

  （あそこにあの男がいる）

  　森しん閑かんとして湖上に横たわる本丸は、巨大なる智謀の将が潜ひそむねぐらとして、もっとも相応ふさわしい場所のように三成にはおもえた。

  「賤しずヶが岳たけの合戦の折、殿下が府ふ中ちゆう城に籠こもる前田殿を単身訪ねたことがあっただろう」

  　吉継が、正家の言葉を受けて口を開いた。

  　賤ヶ岳の合戦は、信長の遺産を分ぶん捕どるべく、秀吉と、織田家の筆頭家老の柴しば田た勝かつ家いえが雌雄を決した戦いくさである。秀吉が天下人となる決定打ともなった戦で、琵び琶わ湖の北端で行われた。この戦のとき、非力な三成も槍やりを使って武者働きをし、功名を立てた。

  　当時前田利家は、柴田勝家の与よ力りきであったため勝家側についていたが、秀吉とは長年の友人でもあった。このためか、利家は合戦の最中に軍勢を引き払い、居城である府中城（現、福井県越前市）へと籠ってしまった。秀吉は戦に勝ち、北きたノ庄しよう城（現、福井県福井市）へと逃げた勝家を追って軍を進めたが、その途中を阻はばむのが府中城であった。

  　秀吉に味方した諸将が度ど肝ぎもを抜かれたのは、敵か味方か判然とせぬ利家が籠るこの城に、秀吉が単身乗り込んで、あっさり城を開けさせたからである。

  「あれの真ま似ねよ」

  　吉継は、馬に揺られながら三成をからかうように言う。

  　三成にすれば、吉継が指摘する通り、あのとき府中城の城門を前に快活に大笑する秀吉の姿が頭に残っていたことは否定できない。しかし、いまは真似することにその目的があるのではない。

  「わしは会いたいのだ。二万の軍勢を見事退けた、あの総大将に」

  　三成は静かな調子でいった。

  　本丸に入ってからも、正家はやかましい。成田家の案あ内ないの士に本丸御殿の廊下を先導されながら、三成にしつこく苦情をいった。

  「まさか名乗るつもりではあるまいな」

  「名乗るさ」

  　三成は正面をみつめたまま答える。

  「でないと、殿下の真似にならんからな」

  　吉継はそういうと、片かた眉まゆを上げて笑った。

  「どこぞに取り籠められて殺されるぞ」

  （馬鹿な奴だ）

  　三成は、正家の一言に眉をひそめた。

  （おのれの了りよう見けんで敵を量はかっておる）

  「そのような卑ひ怯きよう者ものが、正面から我らに戦を仕掛けるかよ」

  　あからさまな軽けい蔑べつの顔を正家に向け、三成はそういい放った。

  

  　三成ら三人は大広間に入ると、上段の間に着座した。

  　広間を見渡すと、すでに成田家家か中ちゆうの主だった家臣たちが、広間を埋め尽くすように居並んでいる。その先頭にひょっこり飛び出した形で、ひとりの大男がとぼけた顔で座っていた。

  （──これか）

  　三成は、拍子抜けしたおもいであった。いやいや違うんじゃないのか。遠目には顔をみたが、こんな男ではなかっただろう。そうおもううち、大男がのどかな調子で言葉を発しはじめた。

  「このようなざまで面目ござらんな。忍城城代成田長親にござる」

  　肩から腕にかけて晒さらし布を巻いている。

  （この男だというのか）

  　三成は改めて長親をみた。よくみれば極端に表情に乏しい男だ。そのくせ、何がおかしいと、おもわず怒鳴りつけたくなるようなふざけた顔にみえて仕方がない。

  （本当にこやつが成田長親か）

  　ともあれ、三成も名乗らざるを得ない。

  「総大将、石田治じ部ぶ少しよう輔ゆう三成にござる」

  

  　これには忍城方が驚かされた。寄せ手の総大将が、軍使としてきたというのか。

  「何だと」

  　丹波も、三成の豪ごう胆たんさにおもわずうめいた。

  　成田家臣団の動揺をよそに、三成は両脇に座している二人を示した。

  「これは、長野口を攻めた大おお谷たに刑ぎよう部ぶ少しよう輔ゆう吉継。これは──」

  　と、正家の方を向いたが思いなおし、

  「開戦前に会おうておるな。長な束つか大おお蔵くら大た輔ゆう正家にござる」

  「いい度胸してやがる」

  　へえ、という顔の靱ゆき負えの真横で、和泉いずみがつぶやいた。

  

  　その間も、長親は、うっそりと座したまま表情も変えず、三成をみつめたままである。何か言葉を発しそうにもない。

  （無口な男だな）

  　そういう三成も、あいさつや世間話のような無駄話を一切しない型の男だった。お互い無駄だとわかりながら交わす空虚な会話を、この男は憎悪さえしていた。

  「早速じゃが、開城するに当たって和議の条件を示す」いきなり用件を切りだした。

  　三成が出した和議の条件は、主に三項である。

  　──一両日以内に士分、百姓、町民などのことごとくが城を退去すること。

  　──百姓は必ず村へ戻り、逃ちよう散さんせぬこと。

  　──士分は所領を去ること。

  「以上にござる」

  　三成は一息にいい終えた。

  「なお成田氏長、泰高の兄弟は、会あい津づへの移い封ほうが内々に決まった蒲がも生う氏うじ郷さと殿お預かりと決しておる」

  「承うけたまわった。そんだけでござるかな」

  　そういうと、長親はあっさり条件を吞のんでしまった。

  （こんなものか）

  　三成は、目の前の大男をみつめながら小さく落胆した。あれほどの戦をした総大将なら、どんな巻き返しを図ってくるかと期待していたのだ。それが今、和わ睦ぼくの条件をすんなり吞んでしまった。

  （やはり落城となれば、素直に従うものなのだな）

  　三成が、沈んでいく心のままに、

  「左様」

  　と、答えたときである。

  「まだある」

  　正家が声を上げた。

  「士分は一切の財貨を置き捨て、所領を出よ。城の兵ひよう糧ろう、刀槍の類たぐいも例外ではない」

  「何と、そんな和睦の条件はきいたこともない」

  　丹波はおもわず声を上げた。

  　丹波のいう通りである。開城する場合、城内の財宝は捨て置くとしても、士分の者は、なにがしかの物は持って出た。敗将に対しては、贈り物までする事例もあるほどだ。

  　しかし、正家は、自らを恐怖に陥おとしいれた忍城の者どもを許すことができない。幸い馬鹿のような敗将は、和睦の条件を何でも吞みそうな勢いではないか。

  　──地べたを這はうがごとき、悲惨この上ない目にあわせてやる。

  　残忍な視線を大広間の侍どもに向けると、

  「天下は改まった。新たなる習わしは関白殿下がお作りあそばす」

  　木で鼻をくくったように、にべもない調子でいった。

  「大蔵、どういうことじゃ」

  　三成は正家に小さく問いかけた。

  　秀吉が命じた和議の条件に、そんな項目はないはずである。

  「この敗け戦じゃ。戦利品もなければ、殿下に顔向けできぬわ」

  

  （得意の追つい従しようか）

  　三成が、冷ややかに正家をみていると、大広間の侍どもがなにやら騒がしくなってきた。

  　三成は大広間に目をやった。

  「てめえ、城の者は飢え死にしろってのか」

  　成田長親に劣らぬ巨漢が、正家に向かってわめいていた。[image: ]ひげ面づらを振りたてながら吠ほえる姿はまるで野獣のようだ。その獣のような巨漢を、「あのな、少し黙っててくれんか」と、成田長親が困ったような顔でなだめているではないか。

  「城代もなんとか申せ」

  「だから、これからいうところなんだって」

  　成田長親がそういい訳するうち、分別ありげな筆頭家老の席にいる部将までもが、この城代を[image: ]しかりつけた。

  「なら早はよういわんか。だいたいお前がもじもじしてやがるから、わしが何ぞいわねばならんのだぞ」

  　さらには少年のような体たい軀くの小男までもが、

  「まあまあ、城代が何か申されるというんですから少し黙ってましょうよ」

  　いい大人をなだめながら、成田長親に助け舟を出している。三成はその小男を知っていた。酒巻靱負と名乗った部将だ。

  （なんだこの有様は）

  　三成が唖あ然ぜんとしながら横を向くと、吉継も解げせぬ顔で、あごに手をあてながら広間の侍どもに見入っている。

  「何をいうってんだ。また戦でもしようってのか」

  　そう[image: ]面の巨漢が成田長親にわめきたてたときだった。

  　長親は、

  「あ、それよそれ」

  　と、こともなげな調子でいったのである。

  　[image: ]面の巨漢をはじめ、一同は静まり返った。

  「石田殿よ」

  　長親は静寂の中、三成に向き直った。

  「当主成田氏長が命めいで開城を承知致したが、城の財の持ち出しを禁じるとあれば、持たせる米がなきによって士分、領民ともに飢えるよりほかありませぬ。飢えるほかないなら我らはことごとく城を枕に闘死致す。幸い当方には正まさ木き丹たん波ばの守かみ、柴崎和泉守、酒巻靱負をはじめ、武ぶ辺へん確かな家臣どもがいまだ壮健にござる。この上まだ戦がし足りぬと申すなら、存分にお相手致すゆえ、直ちに陣に戻られ、軍勢をば差し向けられよ」

  　豪ごう然ぜんといい放った。

  「城中ニテ死スルニシカズ。再ビ城ヲ守リテ出ズ」

  『成田系図』には、長親がこのとき放った言葉がこう記録されている。

  （やはりこの男が二万の軍勢と水攻めを破った張本人だ）

  　三成はようやく、求めていた男を目まの当たりにしたような気がした。

  　長親が口をつぐむと同時に、わっと大広間が歓声で包まれた。

  　──やりおったか。

  　そう小さく手を打ったのは甲斐姫である。この小娘も、大広間に面した廊下で盗み聞きしながら無言ではしゃいでいた。

  　大広間の丹波は、開城に臨んでいかなる条件でも吞みつつあった自分を恥じた。

  　──長親にとって、戦はいまだ終わりを告げてはいなかったのだ。

  　それどころか、戦の正念場はまさにこれからではないか。

  

  　長親の返答をきいて、正家はみるみる青ざめた。

  「おのれが引き起したことじゃ。おのれが収めよ」

  　吉継は、そんな正家に冷たくそっぽを向いた。

  「返答なされよ」

  　と、正家に怒号をあげるのは漆しつ黒こくの魔人だ。

  　正家は、肉食獣の檻おりに放り込まれた餌えさのごとき自分をおもった。

  「忍城および所領の財は、持ち出し勝手とする」

  　餌は息も絶え絶えにやっといった。

  「いや、当方はすでに戦に決した」

  　長親は乏しい表情のまま、とりつく島もない調子で返答する。

  「勝手と申しておるではないか」

  　正家は、ほとんど泣き声のような調子で叫んだ。

  「そう申されるな。城の財欲しくば腕ずくで取られるがよい」

  （本気なのか）

  　正家は、緊張の極に達した頭で、長親の本音を読み取ろうとした。

  　正家は馬鹿ではない。それどころか三成に匹敵するほどの頭脳をもっていた。その正家からみれば、長親の乏しい表情は、いかようにも読み取ることができた。

  （──本気だ）

  　ようやく結論に達した正家が、自らの浅はかさを後悔したころ、

  「成田殿よ」

  　三成が呼びかけた。

  「そういじめんでくだされ。殿下の仰おおせは開城のことのみにござれば、他のことは無用かと存ぞん知じまする」

  　微笑を浮かべつついった。

  　すると長親は、

  「左様か、なら結構」

  　素直に引いてしまった。正家は、いいようになぶられたようなものであった。

  （おのれ）

  　正家が激していると、長親はさらにこの小才子を嚇かっとさせることをいい出した。

  「ならば当方からも開城の条件をふたつほど」

  「敗軍の将が条件をつけるか」

  　正家はおもわず声をあげた。

  「ん」

  　長親は一言うなると、一いち瞥べつをもって正家を圧あつ殺さつした。

  「申されよ」

  　三成が物柔らかに促す。

  「されば」

  　長親は居住まいを正した。

  

  　長親が出した条件は、三成らにとっても、成田家の者たちにとっても奇妙なものだった。

  「あの二度目の戦で撒まき散らした土つち俵だわらですな。あれを片付けてもらいたいんじゃ。百姓の皆が田植ができぬでな」

  　まあ、自分らで散らかしたものですからな、片付けて当然といえば当然ですな、などとくどくど言い添えている。

  　──また、田植の話かよ。

  　成田家の一同の中で、小さな笑いが起きた。

  （何かとおもえばそんなことか）

  　三成も、つられて小さく笑ってしまっている。

  「心得た。ふたつめは」

  　そう問われるなり、長親の表情は一層、掴つかみどころがなくなった。

  「左様。貴殿の軍勢には、降くだった百姓を斬きった者がおる。その者の首を」

  　低くいった。聞く者によっては、底冷えするほどの残忍な声こわ音ねである。

  　だが、長親のこの条件を聞いた三成の反応は、その条件以上に意外なものだった。

  「何と許しがたいな」

  　すでに怒気を発しながら、三成はそう言ったのだ。

  　許しがたいのは、百姓を斬った自軍の者がである。三成は何がいやといって、こういう無力な者をいたぶることほどいやなことはなかった。

  　──この男らしい。

  　吉継は、怒りのあまりみるみる紅潮していく三成の横顔をみながら、小さく笑った。

  「承った。どの家中だろうが必ず見つけ出して首を刎はねる」

  　三成は声さえ震わせながら、確約した。

  　長親が初めて笑顔をみせたのはこのときだ。三成からみれば、それは目もくらむような光彩を放つほどの、度外れた大笑の顔であった。

  （こういう笑顔をみせるのか）

  　三成は、おもいがけず秀吉をおもった。秀吉も、あけすけな笑顔をみせる男だった。それは、理も非も丸吞みにするかのようなケタ外れの笑顔である。こんな笑顔をみせられては、家臣どもはたまらないだろうな。

  　三成が陶とう然ぜんとした気分に浸ひたりつつあったとき、

  「総大将、例の件を」

  　吉継が小声で告げた。

  　できることなら忘れたふりをして、このまま城を出る気であったが、吉継が催促する以上、自分がいわなければ吉継がいってしまうであろう。

  「そうか」

  　三成は顔を伏せ、自らの膝ひざをみつめていたが、やがて顔を上げた。

  「いまひとつ条件が残っておった」

  　正面から長親をみつめて、最後の条件を提示した。

  「成田氏長の娘、甲斐姫を、殿下のお側そばに置かれるよう」

  　広間の家臣たちは皆、一時に身を硬くした。

  　だが、長親は顔色ひとつ変えることなく、襖ふすまの方に目をやった。襖の向こう側では、甲斐姫が耳をそばだてているはずである。

  　長親が三成に向き直って返した答えは、あっさりしたものだった。

  「承知した」

  　大したことではない、とでもいいたげに、そう答えた。

  　襖の外の廊下で、人の駆け去る物音がきこえた。長親を愛する小娘が床を踏み鳴らす足音であろう。

  「これで、すべてにござる」

  　三成がいうと、

  「ではこれにて」

  　長親はさっさと座を立とうとした。

  （待ってくれ）

  　三成は、おもわず手を挙げて制止しかけた。

  　──あれほどの武をやり取りして、たったこれだけの対面なのか。

  （わしは、お前という男をもっと知りたいのだ）

  　そうおもうと、雑談を憎悪するこの男が、

  「成田殿よ」

  　と、声をかけていた。

  「その傷は戦の手傷でござるか」

  　すると長親は、丸墓山から狙そ撃げきを命じたのが三成だと知ってか知らずか、

  「いやいや、わしゃ矢や弾だまが苦手でな。丹波の奴が戦に出してくれませぬ。せめて家臣どもの慰みにと田でん楽がく踊おどりなどしておったら、やられてしもうた」

  　例のへらへらした調子でこたえた。

  「あれはやはり貴殿か」

  　三成が、ことさらに驚いた様子をみせると、大男は、どうだおもしろかっただろう、そんな生き生きとした目を向けてくる。

  （どうにもこれは）

  　──まともな話はできそうにもないな。

  　たとえできたとしても、わしに話すことはないだろう。

  　天下の名将の言動を、二十年近くも見続けてきた三成である。心中含みが多いのは、彼らの通例であった。

  （あるいは、含みなどまったくないのか）

  　三成は、長親から何ごとかを引き出そうとするのを即座にやめた。

  　それでも三成は、長親の発する風ふう韻いんに引き込まれていく自分を感じていた。三成は自分でも驚くほど多弁になっていた。

  「しかし、正木殿が戦に出してくれんとは」

  　三成は、そう雑談を続けながら、筆頭家老の席にいる丹波に向き直った。

  「佐間口の守将、正木丹波守殿ですな。大蔵が手て酷ひどくやられたとか」

  　正家を示しながら声をかけた。

  　丹波は沈ちん毅きな面おも持もちのまま、口を開いた。

  「いや、当方も難儀いたした」

  　難儀などしていないのを、三成はよく知っている。それは横にいる正家が、みるみる小さくなっていくのを見るのでも明らかだ。

  　次に三成は、靱負に顔を向けた。

  「そちらの若武者は我が敵、酒巻殿ですな」

  「ええ」

  　靱負は、天下の大名ですら顔色をうかがう三成にも小馬鹿にした表情を向けると、あごを突き上げるようにして笑ってみせた。

  「お若いが、相当な手だれですな」

  　三成はそう声をかけた。すると、若武者の表情が急激に変化したのに、三成は小さく驚かされた。

  「その言葉を、敵将から頂ちよう戴だいするとは──」

  　靱負はそういって言葉を詰まらせるなり、はらはらと泣きはじめたのである。

  　味方や主人に褒ほめられはしても、敵の賞賛を受けるのは、よほどのことだ。それは利害を超えた、掛け値なしの賛辞であった。

  （爽さわやかな武者ぶりだ）

  　三成は、自らの軍勢を打ち破った若武者の、意外な素直さに心打たれていた。だが、

  「貴殿ほどの将は、殿下の直じき臣しんにもおらぬ」

  　とまで言葉を継いだとき、

  「ま、戦の天才ですから」

  　若武者が、けろりと表情を変えていったのには、丹波たちがいつも感じているのと同様に閉へい口こうするおもいであった。

  「殿下も認める武辺者、大谷吉継を破った柴崎殿は」

  　三成は、和泉をさがした。

  「ようやくかい。俺だ」

  　正木丹波の横に座していた巨漢が、雷鳴のような声で吠えた。

  　三成は、怒号のごとき声音に危うく圧倒されそうになりながら、

  「武功一等は貴殿であろうか。なにせこの大谷は、忍城攻め最強の軍団をもって自ら任じておりますのでな」

  　小さく頭を下げた。

  　三成が苦笑しそうになったのは、次の瞬間だ。

  「だとよ」

  　そういって巨漢が正木丹波に得意満面の武者面をねじ向けたからである。

  　吉継をみると、あれだよ、俺が戦った奴は、と、同じく苦笑した顔を向けてくる。

  　丹波は、

  「わかったよ」

  　うるさそうに和泉に答えた。

  （なんとも角かどの多い連中だ）

  　三成は、呆あきれ果てながらも、なにやら珍重すべき野生の動物をみるおもいでいた。

  （──いくか）

  　三成は、やっと座を立ちかけたが、やはり訊きいておきたいことがある。

  「成田殿」

  　三成は、再び長親を呼ばわった。

  　長親は、「ん」と顔だけをつきだした。

  「田楽踊は策でありましたな」

  　三成がそう訊いても、長親が発した答えは、

  「まさか」

  　と、微笑ほほえんでいった一言だけであった。

  （やはりそうか）

  　──わしに腹を見せるような男ではない。

  　三成は、長親に笑み返し、「ではこれにて」と勢いよく立ち上がった。

  

  「しばらく」

  　声を上げたのは丹波である。手を挙げながら三成らを制止した。

  　当主氏長の使者も、もたらさなかった報がある。

  　我らが武辺は、どれほどのものだったのだ──。

  　乱世に生きる丹波は、やはりこの点にこだわった。

  「北条家の支城はいくつが残ったのだ」

  　丹波は問うた。

  「ご存知なかったか」

  　三成は、意外な問いだとでもいいたげな顔を向けると、成田家の一同にとって仰ぎよう天てんすべき事実を伝えた。

  「この城だけだ、落ちなかったのは」

  　痛快この上ないとでもいうような調子で叫んだ。

  　さらに三成は、成田家臣団に再び向き直ると、こう付け加えた。

  「この忍城攻め、当方には甚はなはだ迷惑ながら、坂東武者の武辺を物語るものとして、百年の後も語り継がれるであろう」

  　この瞬間、大広間の坂東武者たちは、武辺を称しよう揚ようされたときに必ず発する猛気を顔中にみなぎらせた。

  「よき戦にござった」

  　三成が勢いよく宣言して小さく頭を下げると、一同はすかさず、

  「応」

  　と、一斉に叫んだ。

  



  
    ２
  


  

  　三成、吉継、正家の三人は、佐間口の城門を通って忍城を後にした。

  「先にいく」

  　正家は憤ふん懣まんやるかたない調子でいい捨てると、馬を飛ばしていってしまった。

  　正家が飛ばす馬の前方には、丸墓山がみえる。先にいく、というよりも、少しでも早くこの場を去りたいという気分なのだろう、三成はなにやら笑いが込み上げてきた。

  　そして、

  「負けた負けた、完敗じゃ」

  　供回りの者がきくのもかまわず、大声で叫んだ。それは清すが々すがしいとさえいえる敗北の宣言であった。

  　吉継は、しきりに首をかしげていた。

  「わからぬ。なぜあの総大将が、ああも角の多い侍大将どもを指揮できるのか」

  　田楽踊で、あの大男の将しよう器きを確信した吉継だったが、最前の大広間での、正木、柴崎、酒巻ら重臣どもの成田長親に対する物言いをきいて、とうてい統率できているとはおもえなくなっていた。

  「できないのさ」

  　三成は、当然のようにいった。

  「それどころか何もできないんだ。それがあの成田長親という男の将器の秘密だ。それゆえ家臣はおろか領民までもが、何かと世話を焼きたくなる。そういう男なんだよあの男は」

  　三成は、成田長親との対面で、敵の総大将の将器を見抜いたつもりでいた。だが反面、最初にあの男を目の当たりにしたときに感じた愚者としての印象が本当なのではないか、とも疑っていた。実際、三成は、あの総大将が指揮するところをみたことはない。あるとすれば田楽を踊るところと、なにやら威勢のいいことをいったところだけだ。

  （あるいはあの大男は、生きのままの自分をさらけ出しているだけかも知れぬ）

  　結局のところ、三成の頭脳をもってしても、成田長親という男はわからなかった。しかしながら、成田長親の持つ愚者としての一面が、強がりの家臣どもと、利かん気の強い領民どもの好みに見事に合致していることだけは確信できた。

  「この忍城の者どもは、士分も領民も一つになっておる」

  　三成はそういうと、城をふり返った。

  「所しよ詮せんは、利で繋つながった我らが勝てる相手ではなかったのさ」

  　──そうかも知れぬ。

  　吉継は心中、うなずいた。

  　小田原の秀吉におもねり、秀吉が約束する利に何とかありつこうとする者どもの軍勢など、所詮は烏う合ごうの衆に過ぎなかったのではないか。そのいい例が、いま前方で小さくなっていく、正家であろう。

  「刑部よ」

  　やがて三成は吉継に顔を向けると、

  「わしには軍略の才がないとわかった」

  　と、打ち明けた。

  　吉継は、我が友が忍城攻めの敗戦に反省のひとつもしているのかとおもい、

  「ならば今後は理財に生きるかね」

  　からかうようにいった。

  　すると三成は、

  「いや」

  　首を横に振ると、吉継が驚嘆するほど壮大な、新たなる希望を披露してみせた。三成は、この期ごにおよんで反省などするような男ではなかった。

  「わしはいずれ、我が所領の半分を割さいてでも、天下一の武辺者を家臣の列に加え、天下一の大戦を指揮してみせる」

  　のちのことだが（時期には諸説ある）、石田三成は、近おう江みの国くに（現在の滋賀県）水みな口くち四万石の半分を割いて、当時天下一の謀将といわれた島しま左さ近こんを招いた。

  　秀吉の死後、忍城攻めから十年後の慶けい長ちよう五年（一六〇〇年）、反徳川の旗を挙げ、関せきヶが原はらの大戦を画策するが敗走し、近江の山中で捕えられた。逃走した三成をかくまったのは、この男の所領の百姓たちだったという。捕縛後は、首くび枷かせをはめられた上、大坂、堺さかいの町を引き廻まわされ、京に送られた。

  　京、六ろく条じよう河原がわらの刑場に臨んでも、この小男の剛ごう愎ふくな精神は、いささかも衰えることがなかった。名高い高僧が最期の経を読むと伝えても、丁てい重ちようにこれを断り、平生に変わることなく死に就ついたという。

  『名将言行録』には、こんな話が記されている。

  　三成が首枷をはめられ、市中を引き廻されていたときのことである。道端で見物していた者が、

  「石田治部が天下を取った様ざまをみよ」

  　と、罵ば声せいを浴びせた。

  　すると三成は、ぐいと群衆に顔だけを向け、こう昂こう然ぜんといい放ったという。

  「我われ大軍を率い、天下分け目の軍いくさしけることは、天地破れざる間は隠れあらじ。ちとも心に恥じることなし」

  　忍城を後にしながら天下一の大戦を誓った三成に、思い残すことはなにもなかったに違いない。

  　大谷吉継は忍城戦ののち、病を得て皮膚が崩れ視力を失う。三成から家康との決戦を打ち明けられたときには、当時の三成の居城、近江国佐和山城で数日にわたって意を翻ひるがえすよう説得したという。三成の友であればこそであろう、「お前の才覚には誰もおよばない。だが、肝要のところでお前はなってない。お前の戦略はまったく勝算がない」とまで直ちよく言げんしたという。

  　だが、忍城攻めのときと同じくこのときも、三成は吉継の助言に耳を貸さなかった。吉継は、三成の意思が固いとみるや、敗戦を覚悟しながらも三成方への加勢を決意、病身を押して輿こしに乗り、顔は白布に包んで出陣した。

  　吉継にとっては意に沿わない合戦のはずである。それでも、家康方に付いた諸将は開戦前、

  「今度の合戦で、三成方のうち、晴れなる討うち死じにを遂とげる者は、大谷吉継なるべし」

  　と、噂うわさし合ったという。そして噂通り、関ヶ原の戦場で吉継は闘死した。

  　長束正家も、関ヶ原の大戦で三成方に加担した。しかし、戦場では一兵も動かすことなく敗走。敗走の途中で家康方の山やま岡おか道どう阿あ弥みの軍勢に遭遇し、こてんぱんにやられた挙句、居城に逃げ込んだ。

  「わずかの小こ勢ぜいに討ち負け、諸人の笑い種ぐさとなる」

  『古今武家盛衰記』には、このときのことが辛しんらつな調子で記されている。

  　居城に逃れたのち、城を囲んだ家康方の池田輝政から、「本領を安あん堵どするよう家康公にとりなしてやる」と騙だまされ、さっさと城を開いたが、たちまち捕縛されてしまい、近江の日ひ野ので誅ちゆうされた。

  

  　三成が去ったあとの忍城の大広間では、しばらくの間、誰ひとりとして座を立つ者がなかった。

  　やがて長親が立ち上がった。

  「皆、縁があればまた会おう」

  　当主氏長に従うのを許されたのは、一部の重臣のみである。士分のほとんどは、ここで召し放たれた。成田家臣団は、ここに解体された。

  「応」

  　と、侍どもが応こたえる中、長親は前をまっすぐに見据えたまま広間を去っていった。

  

  　先に大広間の廊下を駆け出した甲斐姫は、本丸の土ど塁るいの際きわに顔を隠して泣いていた。

  「姫よ」

  　男の手が甲斐姫の肩にそっと触れた。甲斐姫には、声の主がすぐにわかった。

  　靱負である。

  「あの男、兵糧を持ち出すか否いなかにはあれほど食い下がったくせに、わしのことはあっさりと吞みおった」

  　甲斐姫はふり返るなり、声を上げ、この場にいない長親をさんざんに罵倒した。

  「よほど長親殿に惚ほれておられるのですな」

  　微笑をつくって靱負がいうと、甲斐姫は、

  「嫌いじゃ、あんな奴」

  　ぷいと顔を横に向けた。

  　だが、ここで靱負は、ふられた者が必ず発する、真に女のためにと思う言葉を口にした。

  「姫よ、いずれ猿めに抱かれるのじゃ。心底惚れた男にまずは抱かれよ」

  　諭さとすようにいった。

  　しかしそんな靱負も、甲斐姫が、「そうする」と、さっさと本丸の方に戻りはじめたのには少々落胆した。

  　靱負は去っていく甲斐姫の後ろ姿を見送った。すると甲斐姫は足を止め、しばらく背を向けていたが、くるりとふり返って叫んだ。

  「わしはな靱負、猿めの骨をも蕩とろかせ、寝しん所じよにて奴の所領を奪い取ってやるわい」

  　領地を懸けた合戦を前にした武将のような顔つきで豪ごう語ごした。

  　のちのことだが甲斐姫は、関東征伐を終えた秀吉がさらに軍を進めて奥州征伐に向かう途中、下しも野つけの国くに（現在の栃木県）小お山やまに立ち寄った際にこの天下人に対面し、側室になったという。その後は大坂城で暮らした。

  　新あら井い白はく石せきが記した『藩はん翰かん譜ふ』には、

  「秀吉の寵ちよう愛あい浅からず」

  　と、特筆され、折に触れて甲斐姫が父氏長に所領を割くよう要求したため、秀吉は下野国烏からす山やま三万石を氏長に与えた、と記されている。当時の者は、そんな事態に驚嘆し、

  「一人の女が一、二寝の間に三万石を進退した」

  　と、痛快がったという。

  　この小娘が、相当の武辺者であったのは事実のようだ。

  　成田氏長が、会津の蒲生氏郷に預かりとなったとき、氏郷の家臣による単独の謀む反ほんによって、継母の珠は殺される。忍城戦からおよそ一年後のことだ。このとき氏長は留守だったが、この謀反人を自ら薙刀なぎなたを取って討ち果したのが、甲斐姫だったという。『成田記』の記事である。

  　いま、忍城の本丸で、秀吉の所領を奪うと豪語した甲斐姫は、それをいい終えた後もしばらく靱負をみつめたままでいた。

  　やがて、

  「靱負、お前も馬鹿」

  　そう叫ぶと玄関へと駆け込んでいった。

  　開戦前、下忍口で甲斐姫が靱負に与えた口づけは、偽いつわりではなかった。靱負の一いち途ずな想いは、この小娘の心を揺り動かすのに充分であった。

  　甲斐姫の意中を靱負もようやく知った。だが、知ったときには甲斐姫の姿はなかった。

  「ほんと俺も馬鹿だね」

  　靱負は自らを小馬鹿にして笑った。

  　この酒巻靱負のその後は、杳ようとして知れない。『成田記』『関八州古戦録』などの諸書が、下忍口での奮戦を伝えるのみである。忍城があった埼玉県行田市には、現在も、「酒巻」という地名が残っている。この若者の所領か屋敷のあったところなのだろう。

  「靱負ふられたか」

  　辺りに響きわたるような大声で呼びかけてきたのは和泉である。

  　靱負はそれには答えず、紅べに栗くり毛げの巨馬に乗った和泉を見上げると、手に意外な物を持っていた。

  「皆かい朱しゆの槍やりじゃないですか」

  「ようやく丹波の奴が寄よ越こしおったわ」

  　和泉は、腹の底から自慢げに朱槍をかざしてみせた。

  　べつに朱槍は受け継がれる物ではない。許しがあれば、自分で用意するものである。だが、丹波は自らの朱槍を和泉に与えた。

  　和泉が、「ちと軽いか」などと、丹波の非力を暗に強調していたとき、

  「和泉殿」

  　と、女の声が飛んできた。

  「いっ」

  　和泉が恐る恐る馬上でふり向くと、若い女が非常に不機嫌なようすでつかつかと歩み寄ってくる。歳としは靱負と同じく二十歳を少し過ぎたばかりであろうか。

  「ほらごらんなさい。やはり申し上げた通り、負け戦ではござりませぬか。これでもう戦はおしまいですからね」

  　不機嫌な若い女は、頭ごなしに和泉を[image: ]りつけた。

  「俺のそばには来んでくれと申したではないか」

  　馬上の和泉は、靱負が初めてみるような弱腰でやり込められている。

  「誰ですそれ」

  　靱負がいぶかしげに問うと、

  「女房だ」

  「あれま」

  　靱負は呆あきれるほかない。この子作り上手の巨漢は、止める女房を一いつ喝かつして黙らせてから戦に出向くなどと、大嘘をついてやがったか。

  「丹波の野郎にいうんじゃねえぞ」

  　和泉は靱負ににやりと笑うと、片手で軽々と女房を馬上に引き上げ馬ば首しゆを巡らすや、

  「あばよ」

  　どっと馬を駆った。

  　この柴崎和泉守という男も、『成田記』や『関八州古戦録』などの諸書に長野口での奮戦が記されるのみで、その後は不明である。『成田記』には、現在の秩ちち父ぶ鉄道持田駅近くの常慶院のあたりに屋敷があったとされるが、詳しくはわからない。

  

  　長親に続いて大広間を出た丹波は、片腕の使えない長親を背負って、三の丸の櫓やぐらにのぼっていた。城を去る前に忍城下をみておきたいと長親が丹波に頼んできたからである。

  　ようやく櫓の上に到着し、長親を結びつけていた荒縄をときながら、丹波は問うた。

  「惚れてたんだよな、姫に」

  　丹波は、甲斐姫が哀れでならない。この小娘を秀吉の側室として与えることに、長親が一切抵抗しなかったからである。丹波は二人の間柄にはまったく無関係ながら、返答次第では長親を息も止まるほどに殴りつけるつもりでいた。

  　丹波は密かに拳こぶしを固めた。

  　やがて、長親は寂しげに微笑んだ。そして、小さくうなずいた。

  「ならいいんだ」

  　丹波は、握った拳を解いて小さく怒ったようにいうと、はしごを下りた。下につないであった馬に飛び乗り馬ば腹ふくを蹴けるや、佐間口へと向かった。

  　湖上の一本道を通って大手門へと出、清善寺の前を通り過ぎて、佐間口に到着した。

  　馬上のまま城門を出て城外を観望すると、自らが殺さつ戮りくの限りをつくした戦場が広がっている。

  （ここにするか）

  　丹波は小さく意を決した。

  「おい、正木の餓鬼大将」

  　明嶺の声がきこえた。

  　ふり返ると、明嶺だけではない。水攻めのときに馬に乗せた母子がいた。ちよとちどりである。乙おと名なのたへえも頭を下げながら歩み寄ってくる。

  「おう、じい様、嬢じよう、世話になったな」

  　丹波は馬上から声をかけた。

  「いいって、いいって」

  　すかさず、ちどりが鼻をごしごしこすりながらいう。

  　すると、おーい、と手を振りながら、男が城外のあぜ道を駆けてきた。

  　男を見つけたたへえも、ちよも、ちどりも一様に声をあげた。

  「誰だあれは」

  　丹波がきくと、ちどりが、

  「お父とうだよ」

  　と、馬上に向かって叫んだ。

  　駆けてくるのは、かぞうだった。

  　丹波はとくに何もいわず、ちどりに向かってただうなずいた。何もいえるはずもない。丹波は駆けてくる男について何も知らない。

  　まず、ちよが駆けだし、次いでちどりがそれを追い、最後にたへえがかぞうに歩み寄った。ちよとかぞうの夫婦はあぜ道の上でしっかりと抱き合い、ちどりは父の足にしがみついた。たへえは、息子の肩にそっと手を添えた。

  　そんな光景をみつめていた丹波に、明嶺が問いかけた。

  「これからどうする」

  「侍をやめる。この佐間口の地に寺でも建てて、戦で死んだ者の供養に生きる」

  　丹波は、つい今しがた心に決したことを明らかにした。

  　戦が怖い、といいつつ幾多の戦場で命を奪い続けた男の結論がこれであった。

  　だが、明嶺は丹波の心中など知ってか知らずか、ぼやいた。

  「商売仇がたきかよ」

  「そういうことだ」

  　丹波は天を仰いで大笑した。

  　こののち、正木丹波守利英は、氏長が預かりとなった会津にいくことなく、忍の地にとどまった。

  　忍城戦が終わったその年、佐間口の地に高こう源げん寺じを開基。武士をやめ、彼ひ我がの戦没者の供養につとめたという。しかし、その翌年死んだ。天正十九年（一五九一年）六月二日のことだ。墓は現在も高源寺にある。

  

  　三の丸の櫓に運び上げられた長親は、大きな身体からだを心もち丸めながら、飽あくことなく城外を眺め続けていた。

  　城外では、約束通り上方の兵たちが土俵を取り払って田を蘇よみがえらせつつある。城門からは、百姓らが荷車に米俵をのせて退去していくのがみえた。

  　そんな風景に興味でもあるのかとおもえば、到底そうとはおもえぬような顔つきで、この男はいた。いつもの通り、乏しい表情のままで城外に目を向け続けていた。

  　のちのことだが、成田長親は家臣らの仕官先斡あつ旋せんにつとめた。成田家の戦ぶりを評価した徳川家康が、高こう禄ろくをもってその多くを召めし抱かかえたという。

  　忍城開城後は、当主成田氏長に従い会津へと渡り、氏長が下野国烏山に領地をもらった際もこれに従ったが、のちに氏長と不和になり退転。『成田系図』によると、氏長の詫わびをききいれず、剃てい髪はつして自永斎と号した。その後は尾お張わり国のくにに住み、慶長十七年（一六一二年）十二月四日に死んだ。六十七歳だった。その子孫は、代々尾び州しゆう徳川家に仕えたという。

  　最後に忍城は──。

  　忍城は、『成田系図』に従うと、天正十八年七月十六日に、三成に明け渡された。小田原落城から十一日後のことである。

  　その後は何度か主を替え、松まつ平だいら氏のときに維新を迎えた。現在では、城は取り壊され、湖のほとんどが埋め立てられ、戦国当時を偲しのぶものは、まったくといっていいほど残っていない。三成の造った人工堤の一部が、石田堤として現存するのみである。
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